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はじめに 

１．手引き策定の背景と目的 

我が国は、その自然条件から、台風、地震などによる大規模災害が発生しやすい環境

にあり、特に近年、気候変動などによる集中豪雨等の自然災害により各地に大きな被害

が発生しています。その態様も多様化、大規模化し、将来的には、気候変動の影響等に

よりさらに大規模化することが懸念されています。 

 和歌山県では、平成 23 年紀伊半島大水害により県南部を中心に甚大な被害を受けまし

た。また、近い将来においては、南海トラフ地震などの大規模な地震・津波の発生が懸

念されています。 

 このような中、本県では、平成 23 年の東日本大震災、紀伊半島大水害の教訓を踏まえ、

市町村が的確な避難勧告の発令等の判断を行うためのモデル基準の作成を行いました。 

しかしながら、大規模災害から命を守るためには、行政の取組だけではなく、住民一

人ひとりがどのように避難するべきか、避難行動要支援者の避難支援をどのように行う

かなど、避難について考え、行動することが大切です。 

そのためには、地域住民が主体となり、避難について学習するとともに、ワークショ

ップの手法を用いて、「一人ひとりの避難計画」や「地域の避難計画」の作成を進めてい

くことが効果的であり、地域で避難計画を作成していくためのワークショップ（以下、「避

難対策ワークショップ」という。）の実施を支援するため、「避難対策ワークショップ運

営の手引き」を策定しました。 

手引きは、住民による地域単位での避難対策ワークショップの運営を支援するため、

災害の基礎知識や避難の考え方、地域による避難行動要支援者の避難支援のあり方及び

具体的なワークショップの進め方などを記載しており、あらゆる災害に対し、避難経路

や避難場所を考えて、命を守る一層適切な避難を考えられるよう、「水害編」、「土砂災害

編」、「地震・津波編」の３編に分けて策定しています。 

また、ワークショップで検討した対策を検証し、的確な避難につなげるため、「シミュ

レーション型図上演習」や「避難訓練」の実施方法を記載しています。計画、実行、検

証の３つのサイクルにより、より避難に関する意識を高めることが可能になります。 

手引きの作成にあたっては、有識者や防災関係機関による内容検討を行うとともに、

実践的な内容となるよう、串本町古田地区（水害）、九度山町九度山東地区（土砂災害）、

美浜町浜ノ瀬地区（地震・津波）をモデル地区として、住民の皆様と避難対策ワークシ

ョップを実施しました。 

今後、市町村では、この手引きを活用して、自主防災組織や職場、団体などが自主的

にワークショップを開催できるよう、ワークショップの開催・運営の中心となる運営者

の養成を進めていただき、災害時の「一人ひとりの避難計画」や避難行動要支援者の避

難支援などを含めた「地域の避難計画」の作成や避難訓練等を通じて、地域の防災力が

向上し、命を守る避難対策がさらに進むことを期待します。  
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２．手引き策定の経緯 
 手引きの策定に当たっては、水害、土砂災害、地震・津波の学識経験者や国、和歌山県、

町の防災関係担当者で構成される「避難対策ワークショップ運営の手引きの検討会」を設

置し、検討を行うとともに、地区別検討会を開催して、災害種別ごとにモデル地区での避

難対策ワークショップを開催し、手引きの内容を検証しました。 

 以下は、避難対策ワークショップ運営の手引きの検討会の委員、検討会及び地区別検討

会の開催実績を示したものです。 

 

（１） 検討会委員一覧 

 

※ 役職名は平成 29 年３月現在 

役職・職名 氏名 備考

副所長・教授 中北　英一 水害

教授 藤田　正治 土砂災害

研究主幹 宇田川　真之 地震・津波

調査第一課長 中村　超

防災課長 井口　善史

調査第一課長 前田　茂穂

防災管理官 中野　雅公

課長 正野　晃司

課長 中村　幸嗣

課長 田中　正文

課長 中井　寛

課長 酒井　清崇

課長 中村　安雄

課長 須賀　正志

課長 三木　康義

課長 浅見　尚史

部長 原見　仁志

参事 久田　昭文

部長 冨松　栄三

部長 松原　光宏

部長 堀　順一郎

部長 東　照久

所属

京都大学防災研究所　

京都大学防災研究所　

人と防災未来センター

学
識
経
験
者

伊都振興局地域振興部

伊都振興局建設部

日高振興局地域振興部

日高振興局建設部

東牟婁振興局地域振興部

県土整備部港湾空港局　港湾漁港整備課

国

総務部危機管理局防災企画課

国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所

和歌山地方気象台

総務部危機管理局災害対策課

国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務所

東牟婁振興局串本建設部

和
歌
山
県

福祉保健部福祉保健政策局福祉保健総務課

県土整備部河川・下水道局　河川課

県土整備部河川・下水道局　砂防課

町

九度山町地域防災課

美浜町防災企画課

串本町総務課
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（２） 検討会、地区別検討会の開催実績 

 開催年月日 内 容 

第１回検討会 平成28年８月１日 
・ワークショップ運営の手引き素案の検討 

・ワークショップ講義資料案の検討  等 

地区別検討会 

（美浜町） 

平成28年８月21日 

平成28年８月28日 
・避難対策ワークショップ（地震・津波）開催  

地区別検討会 

（串本町） 

平成28年９月18日 

平成28年10月２日 
・避難対策ワークショップ（水害）開催  

地区別検討会 

（九度山町） 

平成28年９月24日 

平成28年10月29日 
・避難対策ワークショップ（土砂災害）開催  

第２回検討会 平成28年11月22日 
・地区別検討会の開催実績の報告 

・ワークショップ運営の手引き案の検討  等 
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第１章 避難対策ワークショップの概要  

第１ 概要 

 水害から命を守るためには、地域住民による「自助」「共助」が必要不可欠であり、各自

が知識を深め、地域ごとの適切な避難行動や避難場所について考えておかなければなりま

せん。避難対策ワークショップとは、住民一人ひとりが災害種別ごとにどのように避難す

べきか、避難経路や避難場所をしっかりと自身で考えるために行うものです。 

 このワークショップはこの手引きを基に、ワークショップを実施する運営者を中心に、

自主防災組織や職場、団体などの単位で実施することを想定しています。 

【避難対策ワークショップの全体像】 

 

ワークショップとは、様々な人が集まって、自由に意見を出し合い、互いの考えを尊 

重しながら、意見や提案をまとめ上げていく手法のことで、ワークショップ形式で学ぶ 

ことには大きな意味があります。 

例えば、「様々な意見を聞き多様な視点を持つことができる」、「地域住民が参加するた

め、発災時の状況や避難支援について具体的にイメージできる」、「自主防災組織での体

制・支援方法の検討をすることができる」など効果的なプログラムとなります。  
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第２ 構成 

 ワークショップを行うためには、まず一人ひとりが災害種別ごとにどのように避難すべ

きか理解する必要があります。そのため最初に防災学習を実施し、その学習等で得られた

知識等を基にして住民同士が話し合いを行う方法でワークショップを行います。 

地域の災害の危険性やどのように避難するのか、過去に浸水があった場所などの共有化

を行い、その内容を踏まえて、住民一人ひとりがどのように避難するかをしっかりと考え、

避難場所や避難経路などを「避難カード」や「マイマップ」に記載し、それぞれを携帯し

たり、自宅の見やすい場所に貼り出したりします。これを「一人ひとりの避難計画」とし

ます。 

その後、地域の状況に応じて、地域としてどのように避難するかを記載した地域の防災

マップや避難行動要支援者（自主防災組織等の支援を受けて避難する必要がある方）の避

難支援をどのようにするのかを記載した避難行動要支援者の避難支援マップを作成します。

また、平常時や災害時の自主防災組織の支援体制を検討し、タイムラインとしてまとめま

す。これらは、「地域の避難計画」となります。 

 

第３ ワークショップの運営者 

ワークショップを運営するためにはファシリテーターや講師、それを支える運営補助者 

が必要です。 

市町村は、県の支援を受けて、「避難対策ワークショップ運営者養成講座」を開催し、自

主防災組織の役員や職場、団体の代表者などそれぞれの機関から参加していただいた方に、

この手引きに基づくワークショップの運営方法の研修を受講していただき、講座修了後に、

ワークショップの運営者となっていただきます。 

なお、ファシリテーター、講師、運営補助者の役割はそれぞれ兼ねることも可能です。 

１ ファシリテーター 

ファシリテーターは、ワークショップ全体の進行やグループワークの進行を行いま

す。 

ファシリテーターとは、「促進者」という意味で、講義形式で学習する際の講師とは

大きく異なります。参加者一人ひとりが持つ様々な意見を引き出すことができるよう、

ワークショップを進めたり、あるいは助言したり、状況によって臨機応変に対応し、

最終的に意見がまとまるよう誘導していきます。 

   ワークショップはファシリテーターが持つ知識を披露する場ではありません。参加

者はワークショップの結果ではなく過程を通して理解を深めていくということに留意

し、適切に進行するための助言を行うことが大切です。 

２ 講師 

   講師は、防災学習（災害の基礎知識等）の際、説明を行います。 

３ 運営補助者 

   運営補助者は、ワークショップの準備や補助を行います。会場運営、受付、アンケ

ートの回収、資料配付、タイムキーパー、記録などを行います。 
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第４ 実施方法 

 １ 準備、企画 

 （１）ワークショップを行う災害の種類を決める 

    基本的には、水害、土砂災害、地震・津波のいずれかの災害種別でワークショッ

プを行います。 

しかし、一度に複数の災害が発生する可能性がある場合は、水害と土砂災害など

を合わせたワークショップ行います。 

（２）ワークショップの範囲を決める 

   ワークショップを行う範囲として、一人ひとりの避難計画や地域の避難計画のう

ちどの部分を対象にして行うのか、両方とも行うのかなどを決めます。 

（３）対象人数、実施回数、会場を決める 

    参加者の人数とその人数に対応可能な会場、実施回数を決めます。 

※ 当日使用可能な備品の数に注意する。 

    ワークショップは講義形式とグループワーク形式とを用います。  

    グループワークでは、５～10 人を１つのグループとして、参加人数に応じて複数

のグループに分けて行います。 

    最終的に、各グループの発表やワークショップ終了後の整理により、情報の統一

を図ります。 

（４）運営スタッフを集める               

ア ファシリテーター（全体及びグループごと） 

イ 講師（必要数） 

   ウ 運営補助者（若干名） 

 

ワークショップの運営は、地域の住民が主体となって行いますが、資料収集、行政

の取組等の情報提供、ワークショップで使用する地図やハザードマップの準備、災害

の基礎知識の説明などを市町村防災担当課に依頼することも考えられます。 

 また、必要に応じて、市町村の防災担当者や県の「出張！減災教室」、「出張！県政

おはなし講座」などを活用して、外部講師として講義等を依頼します。 

 

 ２ 案内 

   地域住民が対象となるので、各戸訪問やポスター、チラシを作成し、掲示板や回覧

板等により参加を呼び掛けます。 

その際、ワークショップの中で幅広い意見が出るよう、子どもや若者、高齢者など

様々な年齢層の住民に周知します。 
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３ 開催 

  地域の方々が参加しやすい開催日を設定し、事前に周知します。 

 

４ ワークショップ 

（１）災害の基礎知識（水-19）    

   講師が、災害の基礎知識等について参加住民に説明を行います。 

   参考資料のデータ等を活用して、配布資料を作成し、プレゼンテーションを行い 

ます。 

（２）地域における危険性の確認（水-19） 

   グループワーク形式の実習として、ハザードマップの確認や、地域の危険な箇所・ 

避難経路等を地図に記入します。 

 （３）一人ひとりの避難計画（水-21） 

    防災学習で得られた知識を基にして、一人ひとりがどのように避難するのか、各

自で考えます。どのように避難するのかを検討するためには、地域の災害リスクや

災害の起こりやすい箇所などの実情を知っておく必要があります。 

    ハザードマップを確認して、まち歩きなどを行います。その後、コメントを記載

した付せんなどを地図に貼付していき、意見をまとめます。 

    その結果を基にして、各自がどのように避難を行うのか、避難計画を作成します。 

    ※ まち歩きとは、普段通行している経路などが災害時に安全であるかどうかの

確認を行うために、住民がグループを組み、地区を歩くものです。日頃から歩

きなれた道でも、普段とは違った視点で見ると気づくことがたくさんあります。 

 （４）地域の避難計画（水-23） 

    防災学習で得られた知識や一人ひとりの避難計画を前提として、地域としてどの

ように避難を行うのか、避難行動要支援者をどのように支援すべきか、支援の主体

となる自主防災組織の時系列での活動内容はどのようにするのかなどを議論して、

地域の避難計画を作成します。 

     

 ５ シミュレーション型図上演習（水-41） 

   防災学習で得られた知識の確認や、一人ひとりの避難計画、地域の避難計画の実効 

性の検証、いざというときの判断力を養うことなどを目的として実施します。この演 

習を実施することで、災害時の状況が具体的にイメージでき、より深く理解すること 

ができます。 

    

 ６ 避難訓練（水-44） 

   避難訓練を通じて、ワークショップで作成した避難計画の実効性の検証を行います。 

必要に応じて、「シミュレーション型図上演習」や「避難訓練」を通じて避難計画の

見直しや充実等を実施します。 
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第５ ワークショップの準備 

１ プログラムの設定 

  地域の実情に応じたプログラムを設定します（１回あたり２、３時間程度。休憩時

間を入れて実施等）。通常は、複数回に分けてワークショップを実施します。 

  全ての自然災害に関する避難を一度に検討することは大変難易度が高いため、少な

くとも水害・土砂災害と地震・津波に分ける必要があります。 

 

  例１） 水害・土砂災害の「自助」の検討を行う場合 

回 検 討 内 容 

第１回 ①避難対策ワークショップの説明 

②水害・土砂災害による危険性とリスクの説明 

③地域における危険性の確認（ハザードマップ確認、まち歩き等） 

第２回 ①防災気象情報と避難行動の説明 

②一人ひとりの避難計画（避難カード、マイマップ） 

 

例２） 水害・土砂災害の「自助」「共助」の検討を行う場合 

回 検 討 内 容 

第１回 ①避難対策ワークショップの説明 

②水害・土砂災害による危険性とリスクの説明 

③地域における危険性の確認（ハザードマップ確認、まち歩き等） 

第２回 ①防災気象情報と避難行動の説明 

②地域における避難方法の検討 

第３回 一人ひとりの避難計画（避難カード、マイマップ） 

第４回 地域の避難計画（避難行動要支援者の避難支援マップ） 

第５回 地域の避難計画（自主防災組織の支援体制【タイムライン】） 

第６回 全体のまとめ 

 

   例３） シミュレーション型図上演習を行う場合 

回 検 討 内 容 

第１回 ①シミュレーション型図上演習の説明 

②シミュレーション型図上演習の実施 

第２回 シミュレーション型図上演習の振り返り 

    

   例４） 避難訓練を行う場合 

回 検 討 内 容 

第１回 避難訓練の実施方法に関する説明 

第２回 避難訓練の実施 

効果の振り返り 
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  いずれも、ワークショップ（避難計画の策定）、シミュレーション型図上演習、避難訓 

練の順に実施することで効果的な対策とする必要があります。 

※ 「一人ひとりの避難計画」と「地域の避難計画」の両方を作成するためには時間を 

要するため、例えば、初年度は「一人ひとりの避難計画」、次年度は「地域の避難計画」 

と分けるなど、参加者の負担を少なくすることも検討して、ワークショップのプログ 

ラムを設定することも可能です。 

 

２ 準備物 

   講義資料と地域の地図及び筆記用具（付せん、マジック、ペン等）は必須用品です

ので、開催前日までに準備を行います（用意するもの：水-参-2）。 

 

３ 成果の共有 

地区内の全ての住民がワークショップに参加することが理想ですが、現実的には難

しいと考えます。 

このため、参加できなかった住民の方にもワークショップで検討した成果を共有す

るため、次のものを配布します。 

（１）防災学習の講義資料 

  防災学習の講義で用いた資料を印刷して配布します。 

（２）避難カード 

 県や市町村から配布された避難カードを配布し、避難場所等について家族で話し

合ってもらいます。 

（３）マイマップ 

地域内の避難路の危険性などを記載したマイマップの原案を配布して、各人が避

難経路を記載できるようにします。 

 （４）地域の防災マップ、避難行動要支援者の避難支援マップ、自主防災組織の支援体

制 

（タイムライン） 

    地区内で検討した地域の防災マップや避難行動要支援者の避難支援マップ等につ

いて、自主防災組織の構成員を中心に配布します。 

   ただし、ワークショップにおける意見交換の結果の印刷や配布に際して、個人の

プライバシーに関する事項等が含まれている場合は、個人名等の記載を削除するな

どの配慮を行う必要があります。 
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第２章 避難に必要な情報と避難の基本的な考え方 

第１節 避難に必要な情報の収集方法 

第１ 概要 

 水害などの災害発生時に適切な避難行動をとるためには、防災気象情報や避難情報等の

避難に必要な情報を収集する必要があります。また、避難についての基本的な考え方を理

解することが大切です。ワークショップの参加者にはこれらの知識を正しく習得していた

だきます。 

  

第２ ハザードマップ 

 市町村が配布している洪水ハザードマップ等により浸水想定区域や避難場所などを確認 

します。 

また、市町村がハザードマップを作成するための基礎データとして河川の浸水想定区域 

などの情報が防災わかやまの防災ＧＩＳや県河川課のホームページなどで提供されている

ので活用します。 

 ただし、ハザードマップは安全を保障したものではなく、あくまでも一つの想定である 

ことに留意します。  

 

                 和歌山市防災マップ 風水害地区詳細図（西山東） 
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第３ 避難場所     

避難場所は危険から身を守るため緊急的に避難するための場所で、学校などの公共施設 

だけではなく、高台や民間の建物なども該当する場合があります。 

 １ 指定緊急避難場所・指定避難所    

   指定緊急避難場所とは、災害の危険が切迫した場合における安全な避難先のことで 

  す。災害種別ごとに市町村長が指定しています。 

【災害種別】 

①洪水、②がけ崩れ、土石流、地すべり、③高潮、④地震、⑤津波、⑥大規模な火事、 

⑦大量の降雨による浸水 など 

   指定避難所とは、災害により家屋が倒壊したり、被災者が避難のために一定期間滞

在する場所のことです。市町村長が指定しています。 

 

【避難場所・避難所の地図記号】 

    

    避難場所     津波避難場所   津波避難ビル     避難所 

【災害種別図記号の例】 

                    

 

 

  

「避難場所」と「避難所」の違い 

 災害対策基本法では、「避難場所」と「避難所」は明確に区別されています。 

「避難場所」：発災直後に命を守るために緊急的に避難する避難先で、災害種別（地 

震、津波、水害、土砂災害など）ごとに指定されています。 

「避難所」：避難場所に避難した後、危険が去った後（津波警報解除後）などに一定 

期間避難生活をおくる施設です。 

 

※なお、「避難場所」、「避難所」両方の機能を備えた施設もあります。 

津波・高潮 洪水・内水氾濫 
土石流 
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２ 避難先安全レベル 

    災害から命を守るためには、できる限り早期により安全な避難場所を目指して避

難することが必要です。和歌山県では、時間が許す限りより安全な避難場所を目指

して避難していただけるよう、災害からの安全性を☆の数によりレベル分けして表

示しています。 

    

 【水害・土砂災害】 

安全レベル 説 明 

避難先（☆☆☆） 土砂災害や浸水が発生した場合でも十分に安全な避

難先 

避難先（☆☆） 土砂災害や浸水が発生した場合でも一定の安全を確

保することが可能である避難先 

避難先（☆） 大規模災害が想定される場合には事前に開設しない

とするか、開設した場合であっても危険が迫った場

合には閉鎖の可能性がある避難先 

避難先（☆（注）） 大規模災害が想定される場合には事前に開設しない

とするか、開設した場合であっても危険が迫った場

合には閉鎖の可能性が高い避難先 

※ 避難先の充実に伴い、市町村において順次廃止していく 

 避難に際しては、原則として避難先（☆☆☆）を目指すものとします。避難先（☆

☆☆）に避難できない場合には、避難先（☆☆）に避難し、そこにも避難できない場

合には、あきらめずに避難先（☆）に避難します。 

   また、避難先（☆）に避難した後に二次避難を行うことも検討します。 

 

【水害の場合】 

 

  

河川

浸水の可能性のある場所における避難先②

１階建ての施設（木
造等２階建て）

避難先
（☆）

鉄筋コンク
リート造２階

建て

鉄筋コンクリー
ト造３階建て以

上

避難先
（☆☆）

避難先
（☆☆☆）

１階建ての施
設（木造等２階

建て）

避難先
（☆☆☆）

浸水想定区域

（過去の浸水実績を

含む）

浸水想定区域（過去の実績を含む。外水、内水、高潮等）

５
０
㎝
以
上

３
ｍ
未
満
の

浸
水
深

避難先
（☆☆）

鉄筋コンク
リート造２階
建て以上

５
０
㎝
未
満
の

浸
水
深
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第４ 避難場所・避難所の情報収集 

１ 避難場所等の確認方法 

   避難場所は前述（水-10）のハザードマップやインターネット、携帯電話、スマート

フォンから地図上で確認することができます。 

  【確認できる情報】 

   ・種別（屋内外避難先、避難所） 

   ・災害区分（水害、土砂災害、地震・津波など） 

   ・避難先安全レベル（☆☆☆、☆☆、☆） 

 

確認する方法は次のとおりです。 

（１）防災わかやまの防災ＧＩＳ 

   防災わかやまのトップページにある防災ＧＩＳのバナーをクリックすると防災

ＧＩＳが立ち上がります。 

   この防災ＧＩＳはＧｏｏｇｌｅマップをベースに、県が有する様々な情報（災害

時の情報や災害前からの情報）を地図上で確認できます。 

    浸水想定区域等の情報をあわせて確認します。 

（２）Ｙａｈｏｏ！ロコ 

    パソコンや携帯電話のインターネットから避難先を検索できます。 

     Ｙａｈｏｏ！Ｊａｐａｎが提供するＹａｈｏｏ！ロコから「ジャンル一覧」→「暮 

らす」→「避難所、避難場所」で検索します。 

  （３）スマートフォン等のアプリ 

     アプリをダウンロードするとＧＰＳによる現在地から避難先までのルート検索

ができます（利用料無料）。 

 

 

 

 

  

ファーストメディア

「全国避難所ガイド」
http://www.hinanjyo.jp/

イサナドットネット

「逃げナビ～和歌山防災～」
http://bosaiapp.jp/
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 ２ 避難カード 

   地震・津波、水害、土砂災害などの災害時に、県民一人ひとりが適切な避難行動を 

  とれるよう、平成 23年度に避難場所等を記載して常時携帯できる「避難カード」を 

県で作成しました。 

   「避難カード」は、災害が起こる前に災害時の避難場所や避難経路についてハザー 

  ドマップ等を使って家族で話し合い、記入し携帯するためのものです。 

災害発生時に家族がばらばらであっても、「家族との大切な約束」としてお互いに、

きちんと避難していることを信じ、まずは自分の避難を優先させることが、結果とし 

て家族全員の命を守ることにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/hinancard.html 

 

  

避難カードの啓発動画を作

成しています。 

「『避難カード』、『動画』」

で検索してください。 
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第２節 防災気象情報や避難情報 

第１ 発表される情報の時系列での整理 

 

 

 

【水位レベルの概要】 

 
 

第２ 情報収集の方法 

１ 防災行政無線 

   県からの防災情報や市町村が発令する避難情報などを、屋外に設置したスピーカー

や戸別受信機などを通じて直ちに知らせます。 

 

２ エリアメール（ＮＴＴドコモ）・緊急速報メール（ａｕ、ｓｏｆｔｂａｎｋ） 

  和歌山県内に発表される指定河川洪水警報等、避難が必要となる緊急情報を一斉に

携帯電話やスマートフォンに配信するサービスです（事前登録は不要）。 

  ※ 受信できない携帯電話や個別に設定が必要となる機種があります。 

5

４
危
険

３
警
戒

2
注
意

1

氾濫注意情報

氾濫警戒情報

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

氾濫発生

水 位レベル 発表する警報等名

※洪水予報河川のみ

水防団待機水位

氾濫発生情報

氾濫危険情報

水防団等の出動の目安

市町村長の避難準備・高齢者等避難開始の判

断の目安、河川の氾濫に関する注意喚起

市町村長の避難勧告等の発令判断の目安、

住民の避難判断、相当の家屋浸水等の被害

を生じる氾濫のおそれがある水位

発表する情報の意味
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３ 防災わかやまメール配信サービス 

   県内の気象情報や避難勧告、避難所開設情報、雨量やダム放流情報などの情報をパ

ソコン、携帯電話などに電子メールでお知らせします。 

   事前にメールアドレスの登録が必要です。 

   下記のＱＲコードから読み取るか、アドレスに空メールを送って設定すると登録さ

れます。 

 

 

４ 地上デジタル放送（データ放送） 

   地上デジタル放送のデータ放送により、テレビ和歌山やＮＨＫで避難情報や水位情

報などが確認できます。 

 

 

  

regist@bousai.pref.wakayama.lg.jp 
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５ ホームページ等 

（１）気象庁ホームページ 

     気象情報や大雨警報等の詳細な情報が確認できます。 

 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

 

（２）防災わかやま（県危機管理局ホームページ） 

「防災わかやま」で被害情報、避難勧告等発令情報、避難所開設情報などをお知ら

せしています。 

また、同ページ内の「防災ＧＩＳ」により、水位や雨量、通行規制などの情報が地

図上で確認できます。 

              

 

 

 

 

 

 

               

 

 

                   http://bousai-portal.pref.wakayama.lg.jp/ 

防災わかやま 

防災ＧＩＳ 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html
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（３）県河川課ホームページ 

県管理河川や国管理河川の水位や一部河川の画像、指定河川洪水予報が確認できま 

す。 

 

http://kasensabo02.pref.wakayama.lg.jp/ 

 

（４）国土交通省ホームページ（川の防災情報） 

    県管理河川や国管理河川の水位や一部河川の画像、指定河川洪水予報が確認できま 

す。 

 
http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do 

 

６ その他 

   テレビやラジオなど報道機関によって提供される情報も確認します。 
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第３章 ワークショップの運営方法 

 避難対策ワークショップでは、まずは、災害のメカニズムやリスク、避難に必要な情報

や避難の基本的な考え方などを学びます。 

その後、グループワーク形式で「一人ひとりの避難計画」と「地域の避難計画」を作成

します。 

「一人ひとりの避難計画」では、自分自身の避難について考え、「マイマップ」と   

「避難カード」を作成します。 

「地域の避難計画」では、「一人ひとりの避難計画」での検討結果を踏まえ、地域全体

の避難計画を話し合います。ここでは、「地域の防災マップ」、「避難行動要支援者の避難

支援マップ」、「自主防災組織の支援体制（タイムライン）」を作成します。 

 

第１節 避難対策ワークショップの説明 

はじめに、ワークショップの全体的なスケジュールや内容、意義について説明します。 

 

第２節 災害の基礎知識 

 気象や水害のメカニズム、気象警報や避難情報等の基礎知識について説明します。     

説明の際には参加者が理解しやすいように、手持ち資料を配付したり、スクリーンに資 

料を投影します。また、実際の災害の様子を動画や写真で見てもらうことも効果的です。 

※ 外部講師や市町村防災担当課に協力を依頼することも考えられます。 

 

第３節 地域における危険性の確認 

どのように避難するか決めるためには、地域の災害リスクや災害の起こりやすい箇所な

どの実情を知っておく必要があります。ハザードマップ等で確認し、地図に記入します。 

第１ ハザードマップの確認 

洪水ハザードマップを確認して、自宅の場所、浸水想定区域及び避難場所を把握します 

 （洪水の浸水想定区域などがない場合、過去の浸水したエリアなど当時を知る住民から 

の聞き取りなどをします）。 
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第２ 地図上への記入 

住民５～10 名程度のグループで避難の方法を検討するため、地域内の地形等が認識でき

るＡ１～Ａ０程度の大きさの地図に自宅の場所、避難場所、避難経路、地域の危険性、災

害時に役に立つものなどを記載します（地図には透明フィルムを被せておき、その上から

記載してもよい）。 

 

 

また、必要に応じてまち歩き等を実施して、避難途中に危険になりそうな場所などを把

握します（地域内の事情を把握している場合は、まち歩きを行う必要はありません）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認した情報を話し合いながら、付せん等に記載して地図上に貼付します。 

 

 

記載した内容を地図上にまとめ、「マイマップ」のベース地図を作成します（各グループ

で検討した結果を共有する）。 

 

　溢れやすい側溝や水位が上昇す
ると通過が危険になる橋、強風等
により倒れそうなもの等の確認を
行う。
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第４節 一人ひとりの避難計画 

事前に学習した災害の基礎知識や地域における危険性の確認のグループワークを基に

して、一人ひとりがどのように避難するのか、グループワークを通じて各自で検討します。 

 

第１ 避難するタイミングについて 

 事前に学習した災害の基礎知識や地域における危険性、避難場所までの距離などを基に 

にして、避難するタイミング、避難場所、事前に地域や個人で取り組むことをグループワ 

―クにより検討し、避難のタイミング表を作成します。 

 

（避難のタイミング表の様式の例） 

 

 

  

◆◇　〇〇地区　◆◇　　　「わたしたちの避難行動」　　チェックリスト

◎

◎

◎

避難の基本的な考え方

防災気象情報
（気象庁等）

避難に関する
情報（〇〇町）

大雨・洪水注意報発表
氾濫注意情報

災害発生

避難に関する情報の流れ 私たちはどのように？
（揺れがおさまるまで、おさまってから）

どこに避難？

各自で取り組むこと！

避難に関する情報の流れ
私たちはどのように？

避難行動要支援者の避難支援を含む） どこに避難？
今後、地区で取り組むこと！

今後、地区で取り組むこと！

各自で取り組むこと！

平成〇年〇月作成

状況により

（注意を促す情報）

大雨・洪水警報発表
避難判断水位

状況により

避難準備・高齢者等
避難開始発令

土砂災害警戒情報発表
氾濫危険水位

状況により

避難勧告発令

氾濫発生情報

避難指示（緊急）発令

状況により

設定時間：日曜日朝８時（家族がそろっている時間）
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第２ 一人ひとりの避難計画の策定 

 グループワークで話し合いながら、マイマップ、避難カードの順番で作成します。 

１ マイマップ 

   グループワークの検討により作成したマイマップのベース地図や避難のタイミング 

表を参考にして、自宅の場所、避難場所、避難場所までの避難経路、災害時の危険箇

所等を記載します。 

 

マイマップは、自宅の冷蔵庫などの普段見えるところに貼っておきます。 

 

２ 避難カード 

   マイマップに記載した避難場所等を避難カードに記載します。 

   その他必要事項として、氏名、住所、緊急連絡先など必要な事項を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    参加者の方は、家族の分も持ち帰って、家庭でも避難について考え、避難カード

に記載します。 
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第５節 地域の避難計画         

地域全体としての避難のあり方を検討するとともに、避難行動要支援者の避難支援をど

のように行うのかを検討します。また、自主防災組織が、平常時にどのような取組を行う

か、災害時にどのように支援を行うかなどを検討します。 

 

第１ 地域の防災マップづくり       

１ 防災マップ関係   

   災害時に地域住民がどの経路で避難し、避難場所はどこになっているのか、災害時

に活用できる資機材はどこにあるのか等を示した地域の防災マップを作成します。 
 

 

  【記載項目】       

  ・地域の災害リスク（洪水の浸水想定、土砂災害警戒区域など） 

  ・地域の危険性（道路側溝､橋りょう､アンダーパス等の浸水しやすい区域） 

  ・複合的な災害（浸水と土砂災害の両方発生、複数の河川の浸水想定など） 

  ・安全な避難経路等（冠水しにくい道路など）      

  ・災害時に活用できる資機材等（土のう、拡声機、車いす、防災倉庫等） 

  ・緊急避難場所、避難所 

  ・災害時の自主防災組織の活動拠点の設置場所  

 

２ 検討方法               

（１）地域の災害リスク 

洪水の浸水想定区域図や洪水ハザードマップを用い、どの場所が浸水する可能性が

あるのか、また、内水氾濫については、浸水想定区域図がないことが多いことから過

去に浸水被害があった地域などの確認を行います。高潮については、重要水防海岸で

ある地域や過去に浸水被害があった地域などの確認を行います。これらをまとめて地

域の防災マップに記載します。 
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（２）地域の危険性 

     豪雨が発生した場合に溢れる可能性がある道路の側溝や水位が上昇した場合に

通行が困難となる橋りょう、避難途上に冠水等が発生しやすい道路、雨量による事

前の通行規制が想定される道路などの状況を記載します。 

立体交差で低くなっている道路のことを「アンダーパス」といい、激しい雨が降

った場合、雨水が集中しやすく、冠水の危険性が高いため、避難に際し特に注意が

必要です。 

 また、田畑や水路を見に行って、被害に遭う場合があるため、注意が必要です。 

（３）複合的な災害                     

    複数の河川による浸水被害、外水氾濫と内水氾濫、これらの浸水に加えて高潮や

土砂災害の発生など、複数の災害による被害が想定される場合においては、どちら

かの被害が発生する前に避難行動や避難支援などを行う必要があるため、その状況

を記載します。 

（４）安全な避難経路等                   

     どのように避難するのか、避難経路等をマイマップ作成時に整理しているため、

代表的な避難経路等を地域の防災マップに記載しておきます。 

立ち退き避難を前提としますが、万一逃げ遅れた場合に垂直避難をどのように行 

うかを検討します。 

    特に、次の事項に留意します。 

    ア 外水氾濫 

     ・堤防を有さない河川（掘込河川）         

      堤防がなく、水が流れている箇所と比較して、居住域が高い地域に立地する構

造となっています。          

      このような地域での浸水は比較的流れが緩やかですが、河川に近い区域では、

浸食等により家屋自体が倒壊・流失する可能性があるため、立ち退き避難を行う

必要があります。   

      水害時に浸水するような場所などを避けて避難経路等を設定します。 

・堤防を有する河川（築堤河川）              

      堤防の決壊等により大量の水が堤外地に流入することにより、堤防の近くでは、

水の流れが強く、木造等の家屋では倒壊する危険性があります。 

堤防から遠く離れた地域では浸水があるものの、家屋を倒壊させるような被害

はありません。 
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    イ 内水氾濫 

      過去の災害の状況等を踏まえ、浸水等により床上浸水以上が想定される場合、

立ち退き避難を前提として、逃げ遅れた場合や自宅が２階以上である場合は、垂

直避難を行うかどうかを検討します。 

      また、外水氾濫や土砂災害なども想定される場合は、内水氾濫では床下浸水程

度であっても原則として立ち退き避難を行うものとします。 

    ウ 高潮 

    高潮は台風による吸い上げ効果や吹き寄せ効果により発生するもので、大量の

海水が海岸から押し寄せるため、家屋等の倒壊が想定されます。 

    浸水想定区域の設定がない場合もあるので、過去に浸水被害があった地域や重

要水防海岸の近隣地域などにおいて立ち退き避難を行います。 

（５）災害時に活用できる資機材等     

災害発生前に活用する水防用の資機材（土のう等）や土のうステーション、災害

発生後に活用できる救助用の資機材の位置を記載します。 

（６）緊急避難場所、避難所 

  開設する緊急避難場所や災害発生後に運営する避難所があれば記載します。 

（７）災害時の活動拠点の設置場所 

     災害発生時に自主防災組織の活動拠点をどの場所に設置を行うのか記載します。 

     活動拠点は、被災する可能性がない場所に設置するよう予め計画するものとし、 

避難所の一部に併設するなどの検討を行います。 

 

３ 作成方法 

  （１）まち歩き 

まち歩きにより、地域の危険性や避難経路などの確認を行います。 

日常生活の中で通行する経路もありますが、改めてまち歩きを実施することにより、

避難する際に注意すべき事項等の確認を行います。 

  

  

 

 

 

 

まち歩きの実施に際しては、あまり大きな声で話さないように注意が必要です（特に、

「この家は洪水で流されるんじゃない!?」など、持ち主が聞いたら気を悪くするよう

なことを大声で言わないよう注意します）。 

複数人により１つのグループを組み、

地区を歩くことで、気づきを得る。 

 
　溢れやすい側溝や水位が上昇す
ると通過が危険になる橋、強風等
により倒れそうなもの等の確認を
行う。



水-27 

 

 （２）準備物 

国土地理院の２万５千分の１の地形図など、地域内の地形や公共施設の場所等が

わかる地図を準備し、その中に必要な事項を記載します。 

また、ハザードマップを用いることや、必要に応じて、電子国土ＷＥＢ等を用い

て、避難場所や避難経路等の情報をＧＩＳ上への作図を行うことで対応できます。 

○用意するもの 

ワークショップの準備：水-参-2 のとおり 

 

 

（３）ワークショップの実施 

 グループワーク形式により、検討を行います。 

ファシリテーターを中心に議論を行います。５～10 名で１つのテーブルを囲む形

式を取り、人数が多い場合は、複数のテーブルに分かれて議論を行い、最終的に１

つのマップに集約します。地域の地図に次の事項を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 地域の災害リスク 

   洪水ハザードマップなどの内容をベースにペン等により地図に記載します。 

イ 地域の危険性 

   まち歩き等により確認した避難途上に支障になりそうな箇所をペン等により地 

図に記載します。 

ウ 複合的な災害 

    洪水ハザードマップの内容や過去に内水氾濫等の被害があった箇所を中心とし 

てペン等により地図に記載します。 

エ 安全な避難経路等 

    マイマップの内容を参考として、ペン等により地図に記載します。 

オ 災害時に活用できる資機材等（土のう、拡声機、車いす、防災倉庫等） 

    まち歩き等により確認した土のう、拡声機、車いす、防災倉庫等の場所を色丸 

･･･････ 
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シール等により地図に貼付します。 

カ 緊急避難場所、避難所 

    開設する緊急避難場所や運営する避難所の位置を地図に記載します。 

キ 災害時の活動拠点の設置場所  

     自主防災組織の活動拠点の設置場所を色丸シール等により地図に貼付します。 

４  作成後の共有化 

防災マップを作成後に、自主防災組織の構成世帯に対して周知し、避難訓練等に活

用します。 

 

 

  

ワークショップにおける意見交換においては、相手の意見を否定せず、たくさんの意

見が出るような環境を作ることを意識しながら行います。 

また、ワークショップにおける意見交換の結果の印刷や配布に際して、個人のプライ

バシーに関する事項等が含まれている場合は、個人名等の記載を削除するなどの配慮を

行う必要があります。 
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第２ 避難行動要支援者の避難支援                 

１ 避難行動要支援者の避難支援マップ 

災害時に自力では避難が困難な高齢者や障害者などの避難行動要支援者をどのよう

に支援すべきかの検討を行います。 

検討後には、地区内の避難行動要支援者の名簿作成、地域の防災マップへの記載、

避難行動要支援者の避難支援マップを作成します。  

当該マップ等の考え方に基づき、避難行動要支援者の避難を支援する個別計画の策

定につなげます。 

 

  

【マップ関係】 

 
 記載項目                

   ・避難行動要支援者の避難支援の体制 

   ・避難行動要支援者の避難経路 

   ・災害時に活用できる資機材等  

ワークショップにおいて避難行動要支援者名簿の情報を活用する場合、避難行動要支

援者名簿の提供に関する同意内容に留意するとともに、情報を取り扱う参加者を限定す

るなど、要支援者に関する個人情報が無用に共有・利用されることがないよう避難支援

等の実施に必要な限度で提供することに留意します。 

ワークショップ開催の案内文書を住民に送付する際、要支援者の避難方法を個別検討

するためワークショップで個人情報（氏名・住所・支援を必要とする理由）を取り扱う

旨、要支援者から了解を得ておくなどするとよいでしょう。 
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２ 検討方法 

（１）避難行動要支援者の避難支援の体制 

避難行動要支援者の居住地をマップに記載し、近隣に住む世帯等をはじめとした支

援の体制を検討し記載します。外出することも踏まえ、複数の方を支援者としたり、

地域ぐるみで支援できるようにします。 

その際、浸水想定が浅い場所から深い場所に移動したり、堤防や河川から遠い場所

から近い場所に移動したりする危険な行動となるような避難支援は行わないように

します。 

（２）避難行動要支援者の避難経路                  

どのように避難するのか、避難経路等をマイマップ作成時に整理しているため、代

表的な避難路等を避難行動要支援者の避難支援マップに明記します。 

立ち退き避難を前提としますが、万一逃げ遅れた場合に垂直避難をどのように行う

かを検討します。 

特に避難行動要支援者については、生活を行うために特別な措置が必要な場合が多

く、さらに、その措置が特定の施設のみにおいて提供されている場合があるので、一

般の避難所へ避難した後に、必要に応じて福祉避難所への移送等を行います。 

また、次の事項に特に留意します。 

ア 外水氾濫 

・築堤河川（堤防を有する河川）              

堤防の決壊等により大量の水が堤外地に流入することにより、堤防の近くでは、

水の流れが強く、木造等の家屋では倒壊する危険性があるため、早めに立ち退き

避難を行うよう、避難体制の構築や避難経路の設定等を行います。       

堤防から遠く離れた地域では浸水があるものの、家屋を倒壊させるような被害

はありませんが、避難行動要支援者は長期間の浸水等により生活に支障が生じる

ような場合があるため、早めの立ち退き避難を行うよう避難体制の構築や避難経

路の設定等を行います。               

・堀込河川（堤防を有さない河川）              

堤防がなく、水が流れている箇所と比較して、居住域が高い地域に立地する構

造となっています。           

  このような地域での浸水は比較的流れが緩やかですが、河川に近い区域では、

浸食等により家屋自体が倒壊・流失する可能性があるため、立ち退き避難を行う

必要があります。     

  水害時に浸水するような場所などを避けて避難経路等を設定します。 

イ 内水氾濫 

過去の災害の状況等を踏まえ、浸水等により床上浸水以上が想定される場合、

立ち退き避難を前提として、逃げ遅れた場合や自宅が２階以上である場合は、垂

直避難を行うかどうかを検討するようにします。 

また、外水氾濫や土砂災害なども想定される場合は、床下浸水程度であっても

原則として立ち退き避難を行うものとします。 



水-31 

 

ウ 高潮 

高潮は台風による吸い上げ効果や吹き寄せ効果により発生するもので、大量の海

水が海岸から押し寄せるため、家屋等の倒壊が想定されます。 

浸水想定区域の設定がない場合もあるので、過去に浸水被害があった地域や重要

水防海岸の近隣地域などにおいて立ち退き避難を行います。 

（３）災害時に活用できる資機材等  

避難行動要支援者の避難支援に必要となるリアカー、車いす等の資機材について記

載します。 

  

３ 作成方法 

 （１）まち歩き 

まち歩きにより、地域の危険性や避難経路などの確認を行います。 

日常生活の中で通行する経路もありますが、改めてまち歩きを実施することにより、

避難時に注意する箇所などの確認を行います。 

  

   

 

 

 

 

（２）準備物 

国土地理院の２万５千分の１の地形図など、地域内の地形や公共施設の場所等がわ

かる地図を準備し、その中に必要な事項を記載します。 

また、ハザードマップを用いることや、必要に応じて、電子国土ＷＥＢ等を用いて、

避難場所や避難経路等の情報をＧＩＳ上への作図を行うことで対応します。 

○用意するもの 

ワークショップの準備：水-参-2 のとおり 

 

まち歩きの実施に際しては、あまり大きな声で話さないように注意が必要です（特に、

「この家は洪水で流されるんじゃない!?」など、持ち主が聞いたら気を悪くするよう

なことを大声で言わないよう注意します）。 

 

複数人により１つのグループを組み、

地区を歩くことで、気づきを得る。 

 

･･･････ 

溢れやすい側溝や水位が上昇す

ると通過が危険になる橋、強風等

により倒れそうなもの等の確認を行

う。

また、避難行動要支援者の居所

や支援方法の確認を行う。

※ 車いすを用いた避難の検証等も行う。 
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（３）ワークショップの実施 

グループワーク形式により検討を行います。 

 

 

ファシリテーターを中心に議論を行います。５～10 名で１つのテーブルを囲む形式

を取り、人数が多い場合は、複数のテーブルに分かれて議論を行い、最終的に１つの

マップに集約します。地域の地図には防災マップの検討で得られた内容をベースに次

の事項を記載します。 

 

ア 避難行動要支援者の居住地等の確認 

避難行動要支援者名簿や地域内での聞き取り調査等により、災害時の避難に支援

が必要な方を把握して、地図に色丸シール等により目印を貼付します。 

イ 避難支援を行うグループの検討  

避難行動要支援者の避難支援の体制の検討結果をもとにして、ペン等で囲むなど

記載します。 

ウ 避難経路の検討 

マイマップの内容を参考として、ペン等を用いて記載します。 

エ 災害時に活用できる資機材 

災害時に活用できる資機材をマップに記載します。   

 

４ ワークショップの結果のまとめ 

  ワークショップの結果得られた内容等をパソコンで整理したり、縮小した地図に手 

書きで記載して整理したりするなど、まとめを行います。 

  まとめた内容は、地区住民に配布できるようにします。 
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５ 作成後の共有化 

避難行動要支援者の避難支援マップを作成後に、自主防災組織の構成世帯に対して 

周知し、避難訓練等に活用します。 

 

 

  

ワークショップにおける意見交換においては、相手の意見を否定せず、たくさんの意

見が出るような環境を作ることを意識しながら行います。 

また、ワークショップにおける意見交換の結果の印刷や配布に際して、個人のプライ

バシーに関する事項等が含まれている場合は、個人名等の記載を削除するなどの配慮を

行う必要があります。 
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第３ 自主防災組織の支援体制（タイムライン）                

自主防災組織がどの段階でどのような体制で住民の支援を行うべきかを明確化するため、

災害種別ごとに時系列でまとめます。    

この手引きでは、時系列でまとめた自主防災組織の支援体制をタイムラインとして、ワ

ークショップを通して作成します。 

１ 概要                

グループワーク形式により、どのように自主防災組織の支援体制づくりを行うのか

検討します。     

平常時、災害発生直後の避難時期、災害発生後等に分けて、災害種別ごとに時系列

に分けて自主防災組織がどのような活動を行うべきであるかどうかを整理するため、

模造紙を用いて整理を行います。                  

整理した後、検討状況をタイムラインとしてまとめます。 

 

【自主防災組織の班編制及び役割分担の例】 

班 名 日常の役割 災害時の役割 

総務班 

全体調整 

他機関との連絡調整 

要配慮者の把握 

全体調整 

他機関との連絡調整 

被害・避難状況の全体把握 

情報班 
情報の収集・伝達 

広報活動 

状況把握 

報告活動 

連絡調整班 
近隣の自主防災組織 

他機関団体との事前調整 
他機関団体との調整 

避難誘導班 避難路・避難場所・標識点検 
避難場所の開設 

住民の避難誘導活動 

消火班 
器具点検 

防火広報 
初期消火活動 

救助・救出班 資機材調達・整備 
負傷者等の救出 

救護活動 

避難行動要支援者班 
避難行動要支援者の避難支援

の検討 

避難行動要支援者の避難支援 

要配慮者の支援 

避難所運営班 
非常用の持ち出し品の準備 

避難生活の計画 

避難所生活等の調整 

物資の調整 
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班 名 日常の役割 災害時の役割 

衛生救護班 応急手当や衛生知識の普及 
応急救護の実施 

防疫、し尿活動 

給食・給水班 器具の点検 
水、食糧等の配分 

炊き出し等の給食・給水活動 

清掃班 
ごみ処理対策 

ガレキ等廃棄物処理対策 

ごみ処理 

避難経路の障害物除去 

 

２ 検討方法              

雨量や水位などを基準として、平常時、災害発生直後の避難時期、災害発生後の時

系列でタイムラインを作成します。 

自主防災組織は、災害時において地域における初期消火や初期救助・救出などの人

命救助活動を行うとともに、市町村災害対策本部との連絡調整、情報の取りまとめ、

避難所の運営、給水・給仕（炊き出し）など被災者支援など重要な役割があります。 

また、平常時にはこれらの機能を確認するため、防災訓練を実施し、住民への参加

を促し、啓発するとともに、救助資機材などの器具の点検も行い災害に備えます。 

以下の事項を念頭において、タイムラインを作成します。 

（１）平常時 

ア 地域の危険箇所、避難路、避難場所の把握 

    地域にどのような災害のリスクや危険箇所があるかについて、洪水等の浸水想

定区域などを確認するとともに、避難路や避難場所の確認を徹底し、全ての住民

に避難カードに必要な事項を記載し、常に携帯するよう助言します。 

イ 防災マップの作成 

     地域で確認した災害時の危険な場所、防災資機材倉庫の位置、避難路、避難場

所等を記載し、避難行動要支援者等の情報を記載した防災マップを作成します。 

ウ 避難路や避難場所表示板などの整備 

       避難するための避難路や避難場所の表示板などを整備します。 

エ 資機材等の整備・点検 

       自主防災組織内に災害時に救助等の活動を行うため、防災資機材を整備します。

また、備え付けている防災資機材を災害時に活用ができるよう、点検を実施し、 

必要によりメンテナンスを行います。 

オ 防災訓練       

自主防災組織において訓練を企画立案して実施するとともに、県や市町村が実

施する訓練にも参加します。 

   突然災害が発生した場合でも速やかに安全な場所に避難できるようにするため 

実施する訓練であり、自主防災組織の活動の日（6/1）や土砂災害・全国統一防災 

訓練等の機会を通じて実施します。 

また、必要に応じて、情報収集・伝達訓練、避難所運営訓練なども実施します。 

カ 研修            
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     防災に関する専門家を招き、自主防災組織の技能に応じた研修等を行うことで

防災力を強化します。  

     県が行う「出張！減災教室」や「出張！県政おはなし講座」を活用することも

実施手法の一つです。 

  また、防災に関する基礎的な知識を身に付けるため、「土砂災害啓発センター（那

智勝浦町）」などの防災体験施設を活用することが有効です。 

キ 共助につながる地域づくり 

  住民相互に助け合い、避難行動要支援者の避難支援の体制を構築するためには、

平常時から地域づくりを進めておくことが重要です。 

  防災に直接関係する取組だけでなく、避難行動要支援者への日頃からの声掛け 

や見守り活動等、共助につながる地域づくりを行います。 

（２）災害時         

    災害時には、各自が緊急避難先へ避難すること等により、安全を確保した上で、

自主防災組織の会長を中心に指揮命令系統を確立し、地域における災害に対応する

ことが必要になります。                          

ア 情報伝達等      

     市町村災害対策本部等との連絡を行い、地区内の被害情報等の報告や本部から

の情報提供を受け、住民に伝達します。 

イ 避難行動要支援者の避難支援  

      事前に市町村において避難行動要支援者名簿等の情報を基に具体的な避難方法

やその支援を定めた個別計画に基づき、災害時には支援者である自主防災組織な

どにより避難行動要支援者の安否確認や避難支援を行いながら、一緒に避難場所

等へ避難します。 

その際、自らの身体の安全を十分確保した上で避難支援を行います。  

ウ 給水・給仕  

       避難所等における炊き出しなどを行います。 

エ 避難所運営  

      避難所の運営作業を行います。 

オ 安否確認   

      避難場所・避難所において住民の安否確認を行います。 

カ 避難場所等の開設   

 市町村との協議により自主防災組織において開設を行う避難場所や避難所とな

る施設の解錠、開設等を行います。 

 誰がどの避難場所、避難所の鍵を保管しておくかを事前に決めておく必要があ

ります。 

キ 避難勧告等の伝達 

      豪雨や暴風の中では防災行政無線等の放送内容が聞こえにくくなります。それ

を補完するために自主防災組織での伝達が必要となります。 

また、高齢者や障害者等にも一人ひとり的確に情報が伝わるよう配慮します。 
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ク 前兆現象等の連絡 

外水氾濫、内水氾濫等の浸水が発生した場合においては、早めの避難を呼びか 

けるとともに、市町村に対して発生情報の伝達を行います。 

ケ 水防等の活動 

      地域内で浸水被害等が発生しないよう、土のう積み等の止水活動を行うよう呼

び掛けます。 

 

 災害発生直後の避難時期までは、地震・津波災害のみを想定した班（消火班）や災

害発生後を想定した班（救助・救出班、避難所運営班、衛生救護班、給食・給水班、

清掃班等）については、他班の支援等を行うなど、時期に応じて多忙となる他班への

柔軟な配置転換を行うように対応をすることを前提としてタイムラインを検討します。 
 

（模造紙への整理様式の例） 

 

段階 自主防災組織に期待される活動・役割

平常時
・避難場所や避難経路などの確認
・自主防災組織等での避難訓練
・避難行動要支援者の支援検討

災害発生前

・ラジオ・テレビなどの気象情報に注意。地域の災害発生状況に注意。
・自主避難等の実施、避難場所の開設
・避難行動要支援者の支援・支援の準備
・現地に異常があれば、自主避難するとともに、市町村に通報
・土のう積み等、被害を抑える行動

避難準備・高齢者等
避難開始

・住民への避難の呼びかけ
・早期の避難行動を開始（特に夜間に備えた早めの避難行動）
・避難行動要支援者の避難支援

避難勧告 ・確実に避難を行う

避難指示（緊急） ・避難を完了

災害発生後

・安否や被害についての情報収集
・救助活動
・負傷者の手当・搬送
・避難場所（避難所）運営

 自主防災組織の活動体制（タイムライン）【水害、土砂災害の例】

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告

平常時 災害発生前

大雨洪水
注意報

大雨洪水
警報

記録的短時間
大雨情報

大雨
特別警報

必要な
防災情報

水防団
待機水位

氾濫注意
水位

避難判断水位
氾濫危険

水位
氾濫発生

会長・副会長
等役員

総務班

情報班

連絡調整班

避難誘導班

消火班

救助・救出班

避難行動要
支援者班

避難所運営班

衛生救護班

給食・給水班

清掃班

避難時期

　　　避難指示
　 　 （緊急）

災害発生後

土砂災害
警戒情報

時間軸
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模造紙には付せんなどを用い、必要な情報や資機材を赤、対応する行動を青、課題

などを黄色として整理するなど、取りまとめを行います。 

   模造紙に整理を行った内容をまとめてタイムラインを作成します。  



水-39 

 

 

  

【参考：水害、土砂災害の事例（強い雨が２、３日続く場合の事例） 】

水害 土砂災害

○○地区 □□地区

9月1日

17:00　強風注意報 17:00　大雨注意報 17:00　洪水注意報

9月2日

11:00 氾濫注意情報 11:00 避難準備・高齢者
　　　　等避難開始

13:00　暴風警報 13:00　土砂災害警戒情報 13:00 避難勧告 13:00 避難勧告

19:00 氾濫危険情報 19:00 避難指示（緊急） 19:00　避難指示（緊急）

21:00 氾濫発生情報 21:00　氾濫発生

9月3日

9月4日

9月5日

6:00　解除 6:00　解除

11:00　特別警報から警報

9月6日
6:00　警報から注意報 6:00　解除

10:00　解除

10:00　土石流により家
　　　屋流出、集落被災

0:00　崩土により家屋
　　　が倒壊

※夜間に大雨等が想定
される場合、日中の安全
な時間における避難を促
す避難準備・高齢者等
避難開始が発令されま
す。ただし、避難準備・高
齢者等避難開始の発令
がなく、避難勧告等が発
令される場合もありま
す。

4:00 避難準備・高齢者
　　　等避難開始

避難情報、被害状況想定例気象情報等の発表想定例

強風 大雨 洪水 水位情報 土砂災害警戒情報

6:00　特別警報（土砂災
害・浸水害）

23:30 警報から注意報

21:00　解除
23:00　警報から注意報

13:00 氾濫警戒情報

4:00　洪水警報

13:00　氾濫危険情報か
ら氾濫警戒情報

23:00　氾濫警戒情報か
ら氾濫注意情報

4:00　大雨警報（土砂災
害・浸水害）
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【参考：水害の事例（局地的な豪雨の場合の事例 】

大雨 洪水 警戒情報 ○○地区（上流） △△地区（下流）

9月8日

16:30　洪水警報

22:00　氾濫注意情報 22:00　避難準備・高齢者等避難開始

23:00　はん濫警戒情報 23:00　避難勧告 23:00　避難勧告

9月10日

5:00頃 ○○地区において□□川が溢水

8:00頃 再び、○○地区において□□川が溢水

8:30 はん濫発生情報
　　（○○地区）

13:00 はん濫発生情報
　　(△△地区)

20:30　大雨特別警報
（土砂災害）

9月11日

8:30　特別警報から注意報

気象情報等の発表想定例 避難情報、被害状況想定例

12:00　□□川が決壊

※このように、急な増水等により、避難勧
告等が、災害発生の直前になる場合も想
定されるので、早期避難が必要

13:30　大雨注意報

0:30　避難指示（緊急）

5:30 はん濫発生情報
　　（○○地区）

0:30　避難指示（緊急）

9月9日 5:00　洪水注意報

8:00　大雨特別警報(土
砂災害・浸水害）

16:30　大雨警報（土砂
災害・浸水害）

0:30　はん濫危険情報
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３ 作成方法 

（１）準備物 

国土地理院の２万５千分の１の地形図など、地域内の地形や公共施設の場所等がわ

かる地図を準備し、その中に必要な事項を記載するものとします。 

また、ハザードマップを用いることや、必要に応じて、電子国土ＷＥＢ等を用いて、

避難場所や避難経路等の情報をＧＩＳ上への作図を行うことで対応します。 

○用意するもの 

ワークショップの準備：水-参-2 のとおり 

 

（２）ワークショップの実施 

     グループワーク形式により、検討を行います。 

 

ファシリテーターを中心に議論を行います。５～10 名で１つのテーブルを囲む形

式を取り、人数が多い場合は、複数のテーブルに分かれて議論を行い、最終的に１

つの模造紙に集約します。 

 

４ ワークショップの結果のまとめ 

    ワークショップの結果得られた内容等について、パソコンを用いて整理したり、

縮小した地図に手書きで記載して整理したりするなど、まとめを行います。 

    まとめた内容は、地区住民に配布できるようにします。 

 

５ 作成後の共有化 

防災マップを作成後に、自主防災組織の構成世帯に対して周知します。  

･･･････ 
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第４章 シミュレーション型図上演習 

第１節 概要 

 ワークショップで検討した後、確実に的確な避難につなげる状況判断力を養う観点から、 

付与される状況付与カードに対応する図上演習を行います。 

ワークショップ実施後に図上演習を行い、避難訓練につなげることで、計画、実行、検 

証のサイクルを実現します。 

 

 

第２節 演習の方法 

  ５～10人で１つのグループを形成し、ファシリテーターと地区住民（プレイヤー）に分 

かれて災害種別ごとに実施します。 

ファシリテーターは時間の経過とともに状況付与カードをプレイヤーに付与します。 

プレイヤーは、状況付与カードを確認し、予め作成したマイマップや避難カードに基づ 

き、どのようなタイミングで避難するのか状況確認を行います。 

 

  

【サイクルイメージ】 
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第３節 演習のねらい  

浸水が始まる前に立ち退き避難ができるような判断を行います。 

  なお、最大クラスの浸水想定が行われている河川での家屋倒壊危険ゾーンが設定されて 

いる箇所や浸水深が建物以上になる場合には、早期に立ち退き避難を行います。 

また、それ以外の地域において、長期間の浸水が想定される場合にも同様に早期の立ち 

 退き避難を行うようにします。 

   このように的確な立ち退き避難等の判断ができるよう、様々な気象情報や水位などの情 

報、浸水等の状況付与を行い、判断ができるような図上演習とします。 

 

第４節 演習で用いるもの 

・状況付与カード（水-参-55、水-参-56 のとおり） 

・想定説明資料 

 ・「地域の避難計画（ワークショップにより作成した防災マップ、避難行動要支援者の避

難支援マップ、自主防災組織の支援体制（タイムライン））」 

 ・「一人ひとりの避難計画（ワークショップにより作成した避難カード、マイマップ（各

自））」 

・模造紙、ペン等、付せん 

 

第５節 状況付与カードの内容 

状況付与カードは、一人ひとりの避難行動と自主防災組織としての避難支援活動の検証 

を行うため、短期間の強い雨、長期間の雨（台風）の場合の状況付与とする。 

（短期間の強い雨の例） 

       

（長期間の雨の例） 

        

付与No.水害3

1日目　11:00

雨が強くなり始めた。

　

現地情報

付与No.水害7

1日目　13:00

非常に激しい雨が降ってい
る。滝のようである（50ミリ
以上）。

道路の側溝から水が溢れ
ている。

現地情報

付与No.水害10

1日目　14:00

記録的短時間大雨情報が
発表された。

　

和歌山地方気象台

付与No.水害6

1日目　14:00

住所地の市町村に大雨警
報が発表された。

雨は止んでいる。

和歌山地方気象台

付与No.水害14

1日目　20:00

洪水予報河川の○○川が
氾濫危険水位に達し、避難
勧告発令

中小河川の場合は溢れそ
うな水位（現地状況）

河川管理者
和歌山地方気象台

付与No.水害17

１日目　23:00

大雨特別警報が発表され
た。

恐怖を感じるような雨が
降っている。

和歌山地方気象台
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第６節 演習の進め方 

机の上に、ワークショップにより作成した防災マップ等を配置し、付せんやペン等を各 

人に配布します。また、日時、天候、現在地（自宅、職場等）、避難場所など、各自が置か 

れた状況を説明します。 

 ファシリテーターが状況付与カードを順番に読み上げ、防災マップ等の上に置いていき 

ます。 

 参加住民はそれを確認し、その時に取るべき行動を参加者間で話し合い、模造紙などに 

整理していきます。  

 模造紙の結果を共有し、避難のタイミングや状況判断が適切であったかどうかをまとめ 

ます。 

 

第７節 演習後の対応 

演習後に各グループの結果を共有することで避難にあたっての状況判断がうまくできて 

いたかどうかを振り返るとともに、実際の避難訓練のときに当演習をイメージしながら、 

訓練を行います。 
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第５章 避難訓練 

第１節 概要 

ワークショップによる一人ひとりの避難計画や地域の避難計画、シミュレーション型図

上演習の実施後に、さらに実践的な避難訓練を行うことで、的確に避難できるようにしま

す。 

訓練は自主防災組織など地域単位での開催を企画して年１回以上実施するようにします。 

 

第２節 避難訓練 

第１ 実施時期 

自主防災組織の活動の日（6/1）や土砂災害・全国統一防災訓練等の機会を通じて実施し 

ます。 

 

第２ 手順 

１ 事前に地区の住民と調整して訓練の日程等を決める。 

２ 訓練を実施する日程、時間、前提条件などを決めて、避難訓練を周知する。 

（避難訓練実施を知らせるチラシの例） 

 

 

（避難訓練の前提条件の例） 

 

３ 開催日の開始時間にサイレン音等により避難訓練の合図を行う。 

４ 自宅から避難場所までの避難を行う。 

〇〇地区避難訓練について 

○○訓練を下記のとおり開催します。 

日程：平成○年○月○日（○） 

時間：○時○分 

 ○時○分に大雨警報が発表されたとの想定で避難訓練を行います。 

 災害時にどこに避難するのか、そのための準備はできているかを確認しましょう。 

※ 実際の災害時に誤って避難してしまうと危険な場所は絶対に設定しないでくだ 

さい。 

  

【〇〇地区避難訓練の前提条件】 

①○時○分、大雨警報が発表されました。 

②その後、町から避難準備・高齢者等避難開始が発令されました。 

③昨日からの雨で、地面が冠水しているところがあります。また、側溝などから水

があふれ出しています。 

④今後、夜間から早朝にかけて、さらなる降雨が予想されます。速やかに避難しま

しょう。 
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５ 市町村や自主防災組織が避難場所の開設を行う。 

６  自主防災組織等は水防活動、避難行動要支援者の安否確認や避難支援を行う。 

７ 訓練で用いた避難場所で防災気象情報や避難情報、避難行動に関する防災学習を行 

う。 

 【水害避難訓練の様子】 
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第６章 ワークショップの参考事例 

 手引きの作成にあたり、串本町古田区自主防災会に御協力いただき、水害の避難対策ワ

ークショップを実施しました。 

第１節 全体概要 

○実施団体：串本町古田区自主防災会 

○日時：（１回目）平成 28 年９月 18 日（日）13:00～16:00 

（２回目）平成 28年 10 月２日（日）13:00～16:00 

○場所：串本町役場古座分庁舎 

○カリキュラム（１回目） 

 

  

時間/
受講形態

時限 内容 資料

13:00～13:30 １限目

座学 15分 ①ワークショップの動画等視聴

座学 15分 ②避難対策ワークショップについて 資料１

13:30～14:00 2限目

座学 30分
①気象の基礎知識
②水害の基礎知識

資料２・３

14:10～15:00 3限目

実習 10分
①ハザードマップ確認
　班ごとにハザードマップを見ながら、危険な場所
と避難先を確認

実習 40分
②住宅地図に記入
　地域の危険箇所や避難経路などを付せんに記入
し地図に貼付

15:10～15:40 4限目

実習 30分

①避難のタイミングについて
・一人ひとりの避難のタイミングについて班ごとに
話し合う
・話し合った結果を用紙にまとめる（付せんを貼付）

資料５

15:40～16:00 5限目

実習 20分
①発表
②講評
③連絡事項

避難対策ワークショップの説明

災害の基礎知識

地域における危険性の確認

一人ひとりの避難計画（前編）

発表・講評・連絡事項

資料４

休憩10分

休憩10分
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○カリキュラム（２回目） 

 

 

第２節 実施概要 

 １回目のワークショップは、平成 28年９月 18日（日）に串本町役場古座分庁舎で開催

し、17 名が参加しました。 

ワークショップの概要を理解するため、消防庁の動画「あなたの街からはじめよう！～

地域で取り組む津波避難対策～」を視聴した後、古田地区で実施する避難対策ワークショ

ップの内容の説明が行われました。 

時間/
受講形態

時限 内容 資料

13:00～13:10 1限目

13:10～13:50 2限目

実習 20分
①マイマップの作成
・自宅から避難先までの避難ルートを記載
・その道中の危険箇所などを記載

実習 20分 ②避難カードに記載

14:00～15:00 3限目

実習 30分

①防災マップの作成
・地域の危険箇所や避難経路などを記載
・開設する緊急避難場所・避難所を記載
・自主防災組織の活動拠点などを記載

実習 30分
②避難行動要支援者の避難支援
・避難支援について話し合い、支援体制、避難
経路等を記入

15:10～15:40 4限目

実習 30分
③自主防災組織のタイムラインの作成
・自主防災組織が、どの段階で、どのような体制
で支援を行うかを記載

資料９

15:40～16:00 5限目

実習 20分

①発表
②講評
③今後の説明
・シミュレーション型図上訓練
・避難訓練

資料１０
資料１１

座学 10分
①避難対策ワークショップ
②気象・水害の基礎知識
③一人ひとりの避難計画（避難のタイミング）

休憩10分

休憩10分

前回（1日目）の振り返り

一人ひとりの避難計画（後編）

地域の避難計画（前編）

発表・講評・連絡事項

資料６

資料７

資料８

地域の避難計画（後編）
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 その後、「気象の基礎知識」、「水害の基礎知識」について説明が行われました。 

 また、グループワーク形式で「地域における危険性の確認」として、洪水ハザードマッ

プを確認した後、自宅や避難場所、地域の危険箇所等を地図に書き込みました。 

 最後に、「一人ひとりの避難計画（前編）」として、グループワーク形式で、気象警報や

避難情報が発表・発令された後にそれぞれ、どのように行動すべきか、どこに避難すべき

かなどを話し合い、避難のタイミング表にそれぞれの意見を書き込みました。 

２回目のワークショップは、平成 28 年 10 月２日（日）に、１回目と同様に串本町役場

古座分庁舎で開催し、16名が参加しました。 

１回目のワークショップで話し合った避難のタイミング表などをもとに、グループワー

ク形式で、「一人ひとりの避難計画」として、マイマップ及び避難カードを作成しました。 

また、同じくグループワーク形式で、「地域の避難計画」として、地域の防災マップと

避難行動要支援者の避難支援マップを作成しました。 

 

第１ 避難対策ワークショップの説明（水-参-8参照） 

 第１日目のワークショップのはじめに、古田区自主防災会防災部部長の山口さんから、 

２回にわたって実施する水害の避難対策ワークショップの全体概要について説明が行われ 

ました。 

 ここでは、ワークショップで話し合う内容やカリキュラムなどについて、詳細な説明が 

行われました。 

  

 

第２ 災害の基礎知識（水-参-11、水-参-16 参照） 

 ここでは、災害を起こす気象現象や水害発生のメカニズム、気象警報や避難情報、避難 

行動時の留意点などを学ぶとともに、情報の取得手段などについて、山口さんから説明が 

行われました。 

また、紀伊半島大水害で発生した水害の動画を視聴して、水害のおそろしさを改めて認 

識しました。 
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第３ 地域における危険性の確認（水-参-27 参照） 

 ここでは、地域における危険性を確認し、どのような経路でどの避難場所まで避難すべ 

きかを、グループワーク形式で確認しました。 

まず、串本町が作成した洪水ハザードマップで、自宅がどれくらい浸水するか、避難場 

所がどこにあるかを各自が確認し、地図に書き込みました。 

また、避難経路上にある災害リスクや災害時に役に立ちそうなものを話し合い、住宅地 

図に書き込みました。例えば、冠水しやすい場所、決壊すると危険な池、備蓄倉庫などの

意見がありました。 

 

 

 

【作成した地図】 
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第４ 一人ひとりの避難計画（前編）（水-参-31 参照） 

 １回目のワークショップの最後に、一人ひとりの避難計画（前編）として、避難のタイ 

ミング、避難場所、今後地区や個人で取り組むことなどを、グループワーク形式で話し合 

いました。 

 注意報や警報、避難準備・高齢者等避難開始や避難勧告などの発表・発令時にそれぞれ 

どのような行動を取るか、どこに避難するかなどを話し合い、避難のタイミング表に書き 

込みました。 

 また、普段から地区で取り組むことや、各自で取り組むこと等を話し合い、避難のタイ 

ミング表に書き込みました。例えば、備蓄品（水・食料・衣類等）の確保、地域住民の情 

報の把握・共有、防災行政無線の個別受信機の設置などの意見が出ました。 

 

【各グループから発表】 
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【できあがった避難のタイミング表】 

 

 

第５ 一人ひとりの避難計画（後編）（水-参-37 参照） 

２回目のワークショップのはじめに、一人ひとりの避難計画として、マイマップと避難

カードの作成を行いました。 

マイマップは、災害時にどのような経路で避難するか、各自が地図等に記載してまとめ

ておくものです。地図に自宅と避難場所、複数の避難経路を書き込んだ上で、避難に際し

て危険な箇所（土砂崩れや冠水により避難経路がふさがれてしまうなど）も記載しました。 

また、避難の途中で避難の呼び掛けを行う高齢の方などがいれば、その場所なども書き

込みました。 

次に、避難カードの意義や記載方法を理解するため、県が作成した動画、「災害から命を

守るために『避難カード』（風水害編、避難カード作成編）」を視聴した後、マイマップで

確認した避難場所等を避難カードに記入しました。 

  

 

  

◆◇古田地区　◆◇　　　「わたしたちの避難行動」　　チェックリスト

◎ 早めの避難をする

◎ 避難場所・避難経路を事前に家族で話し合う

◎ 各自で自分の命を守る（自助・共助の徹底）

避難の基本的な考え方

防災気象情報
（気象庁等）

避難に関する
情報（串本町）

大雨・洪水注意報発表
氾濫注意情報

災害発生

避難に関する情報の流れ 私たちはどのように？
（揺れがおさまるまで、おさまってから）

どこに避難？

各自で取り組むこと！

避難に関する情報の流れ
私たちはどのように？

（避難行動要支援者の避難支援を含む） どこに避難？
今後、地区で取り組むこと！今後、地区で取り組むこと！

各自で取り組むこと！

平成28年9月作成

状況により

（注意を促す情報）

大雨・洪水警報発表
避難判断水位

状況により

避難準備・高齢者等
避難開始発令

土砂災害警戒情報発表
氾濫危険水位

状況により

避難勧告発令

氾濫発生情報

避難指示（緊急）発令

状況により

□テレビ等で情報を確認する

□今後の気象情報を確認する

□高齢者等の避難行動要支援者への避難

の呼びかけ、避難支援を行う

□持ち出し品を準備する

□避難所を開設する

□消防団と協力の打ち合わせをする

□避難を開始する

□すでに避難を完了している

□逃げ遅れた場合は、状況に応じて安全な

場所に避難する

□六勝寺

□市谷倉庫 → 秋葉神社 →重畳山

□自宅の裏山

□自宅の２階

□備蓄品（水、食料、衣類等）を確保する

□地域住民の所在等の情報を把握・共有する

□六勝寺に情報源としてテレビを設置する

□市谷倉庫へ米を備蓄する

□町に個別受信機を申し込む
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第６ 地域の避難計画（水-参-42 参照） 

ワークショップの最後に、地域の避難計画として、地域の防災マップと避難行動要支援

者の避難支援マップを作成しました。 

地域の防災マップは、災害時に地域の住民がどのような経路で避難するか、避難場所は

どこにあるのか、災害時に活用できる資機材はどの位置にあるのか等を示したものです。

地図に安全な避難経路、避難場所、地域の災害リスク、災害時に活用できる資機材などを

記載しました。 

避難行動要支援者の避難支援マップは、災害時に自力で避難が困難な高齢者や障害者な

どの避難行動要支援者をどのような形で避難支援をすべきかを検討し、その検討結果を示

したものです。 

避難行動要支援者の避難支援の体制や避難経路、災害時の声掛けなどを検討し記載しま

した。 

  

 

【各グループから発表】 
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《京都大学防災研究所 中北英一副所長からの講評（概要）》 

 過去の経験を元に浸水の状況や土砂災害の発生しやすい箇所、避難場所の鍵のある場所

など非常に詳細な情報を把握した上で避難経路を設定しており感心しました。避難訓練や

まち歩きを行うことでその確認をするとよいと思います。 

 避難のタイミングについて、川を渡って避難するという意見が出ていましたが、これは

斬新な発想であり有効である場合があります。ただし、水位が上がると川を渡ることが危

険になるため、タイミングをしっかりと考えた上でマップに書き込むことが重要です。 

 避難行動要支援者について、家族構成等を把握していることは素晴らしいですが、いつ

も家族が一緒であるとは限らないことにも気をつけることが必要であると思いました。避

難行動要支援者の避難のタイミングは健常者が避難するひとつ手前の段階（避難準備・高

齢者等避難開始）で避難することが大切です。 

 非常に強い雨や雷が鳴っているときに避難準備・高齢者等避難開始や避難勧告が出ると

パニックになってしまうので、このようなワークショップで災害の知識や地域の危険な箇

所などを把握しておくことは非常に大切です。何度でもワークショップを開いたり、御家

庭で家族と話し合ったりしてほしいと思います。特に、小学生くらいの子どもさん、お孫

さんがいれば是非このワークショップの内容を話し合ってほしいと思います。子どもは素

直に物事を受け止めるので、警報や避難勧告が出たときに、なぜ逃げないのかと家族を引

っ張るような事例も多く見受けられます。 

 平成 23年度の紀伊半島大水害での熊野川の出水は、明治時代からの治水の歴史の中で一

番の量でした。しかしながら、これはたかだか 100 年程度の期間です。近年の気候変動、

地球温暖化による気象の変化を見れば、また、子どもの代、孫の代ともっと長い期間で見

ればこれより大きな災害が十分起こり得ますので、過去の災害の経験を是非次の世代へ引

き継いでいってほしいと思います。 
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第７ アンケート結果 

  参加者へのアンケートの結果、ワークショップに参加して、防災意識が高まったなど

の意見が多く集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のワークショップに参

加したことで、防災の取組に

対する意識は？ 

本日の内容をふまえて、家族

で避難行動の方法を決めてお

こうと思いましたか？ 

本日の内容をふまえて、古

田地区で避難行動の方法に

ついて話し合っていきたい

と思いますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害の基礎知識 
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第１章 気象の基礎知識 

１ 概要 

 本県は県土の約８割が山地で占められ、山・がけ崩れなどの土砂災害の発生しやすい

地形となっています。また、台風の常襲地帯でもあり、降水量は南部の山地で多く、特

に那智勝浦町色川周辺では年降水量が 3,500mm を超えています。 

過去において、大型台風や梅雨前線によって紀の川、有田川や熊野川等の河川の氾濫

で歴史に残る大災害が発生しています。 

近年では、平成 23 年台風第 12 号に伴う大雨による熊野川等の氾濫や、南部の山地の

大規模な土砂災害が発生しています（紀伊半島大水害）。 

 平成 23 年８月 30 日から９月４日までの間の累積の解析雨量は 2,000 ㎜を超過してお

り、観測史上最大の雨量を記録しました。 

 

○紀伊半島大水害の累積雨量の図（８月 30 日～９月４日） 

 

 

また、近年の気候変動により、大雨が増加傾向にあるため、水害リスクへの更なる備

えが必要となります。 

全国 51 地点の明治 34 年以降の経年変化では、日降水量 100mm 以上の日数、同 200mm

以上の日数ともに増加傾向にあります。 

全国のアメダス（地域気象観測所：約 1,300 地点）の昭和 51（1976）年以降の経年変

化では、大きな河川の被害等につながる、日降水量 200mm 以上の発生回数については明

瞭な増加傾向は見られませんが、同 400mm 以上の発生回数は増加傾向にあります。中小

河川の氾濫や内水氾濫、土石流の発生等につながる短時間強雨も増加傾向にあります。 

また、1 時間降水量 50mm 以上（非常に激しい雨）、同 80mm 以上（猛烈な雨）の発生回

数ともに増加傾向にあり、水害、土砂災害の発生するリスクが高まっています。 
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【日降水量 100 ㎜以上の年間降水日数の推移】   【日降水量 200 ㎜以上の年間降水日数の推移】 

 
【日降水量 200 ㎜以上の発生回数の推移】     【日降水量 400 ㎜以上の発生回数の推移】 

 

【１時間降水量 50 ㎜以上の発生回数の推移】  【１時間降水量 80 ㎜以上の発生回数の推移】 

 

２ 災害を起こす気象現象 

  大雨による災害については、気象現象の種類によって発生する災害の規模や程度等が

異なります。 

（１）台風 

熱帯低気圧のうち北西太平洋（赤道より北で東経 180 度より西の領域）または南シナ

海に存在し、なおかつ低気圧域内の最大風速（10 分間平均）

がおよそ17m/s（34ノット）以上のものを台風と呼びます。 

数時間にわたって大雨となり、流域の小さい中小河  

川だけでなく流域の大きい大河川において洪水氾濫が発

生し、大規模な水害が発生するおそれがあります。 

また、長期に降り続く雨となり、表層崩壊（土石流やが

け崩れ）だけではなく、深層崩壊などの土砂災害が発生す

る可能性があります。 

特に台風では暴風が伴うので、暴風となった段階では避難できないことを考慮し、早

めの避難を行う必要があります。  

台風を捉えた衛星画像 

【出典：気象庁 HP】 
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（２）前線 

前線は気団（気温や水蒸気の量がほぼ一

様な空気の塊、寒気団、暖気団などがある）

と気団の境目に発生し、暖かく湿った空気

（暖気）と冷たく乾いた空気（寒気）がぶ

つかっているところをいいます。 

前線は互いにぶつかり合う気団の勢 

力によって４種類に分類されます。暖気団

の勢力が強く寒気団側に移動する温暖前

線、寒気団の勢力が強く暖気団側に移動す

る寒冷前線、温帯低気圧の発達に伴ってで

きる閉塞前線、寒気団と暖気団の勢力が同じくらいの停滞前線です。 

特に、晩春から夏にかけて、南よりの暖気と北よりの寒気の勢力が日本付近でほぼ釣

り合うため、停滞前線の発生回数が増え、梅雨となります（梅雨前線）。梅雨の終わり

頃は、大雨が降りやすくなります。河川の洪水の危険性があり、梅雨の長雨で地盤が緩

んでいる時に大雨になると、土砂災害が起きやすくなりますので、注意が必要です。 

 

（３）線状降水帯   

線状に延びる降水帯です。積乱雲が次々と発生し、通

り過ぎていくことにより断続的な強雨をもたらします。

規模は、幅 20～50 キロメートル、長さ 50～300 キロメ

ートルに及ぶものとなります。 

流域の小さい中小河川の洪水氾濫や流域の大きい    

大河川の内水による被害が発生するおそれがありま す。

また、総雨量が多い場合は、流域の大きい大河川におい

て洪水氾濫が発生することで、大規模な災害となるおそ

れがあります。 

また、中小河川において、急激な水位上昇に対応できずに水難事故の発生、出水時に

必要な河川管理を行う時間が取れずに浸水被害が発生するおそれがあります。 

土砂災害では、長期に降り続く雨により、表層崩壊（土石流やがけ崩れ）が多く発生

することとなります。 

平成 27 年９月関東・東北豪雨では、台風の影響で線状降水帯が形成されて激しい雨

が降り続いたため鬼怒川が氾濫し、茨城県常総市を中心に甚大な被害が発生しました。 

また、台風の影響でなくても線状降水帯が発生することがあります。平成 23 年７月

新潟・福島豪雨では、停滞前線に伴う線状降水帯の影響で五十嵐川等多数の河川が氾濫

し、新潟県、福島県で甚大な被害が発生しました。  

暖域 暖域

寒域寒域

寒冷前線 温暖前線

寒域

寒域
寒域 暖域

暖域

閉塞前線 停滞前線

線状降水帯を捉えたレーダー画像 

【出典：気象庁 HP】 

前線種別のイメージ図 
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（４）局地的大雨 

急に強く降り、数十分という短時間で狭い範囲に数 

十 mm 程度の雨量をもたらす雨。単独の積乱雲が発達す

ることによって起き、大雨や洪水の注意報・警報が発表

される気象状態でなくても、急な強い雨のため河川や水

路等が短時間に増水する等、急激な状況変化により重大

な被害を引き起こすことがあります。 

平成 26 年８月に発生した広島土砂災害では、線状降水帯による局地的な短時間大雨

を原因として土砂災害が発生し、甚大な被害が発生しました。 

 

３ 雨の強さによる災害発生状況等 

雨の強さによって被害の発生内容が変わります。 

特に、１時間あたりの雨量が 30mm を超えると、道路が川のようになるとともに、山

崩れやがけ崩れの危険性が高まります。 

また、経験したことのない滝のような豪雨の場合には、急に危険な状態に陥ることが

あります。特に夜間や暴風などでは避難が困難となるので、早期の避難準備が必要です。 

【雨の強さと降り方】 

 
 

４ 豪雨の状況に着目した発生災害の分類 

  主な発生災害の分類は次のとおり。 

（１）紀伊半島大水害型 

     ア 豪雨の状況 

      ・強い雨が２，３日降る。 

・非常に大量の雨が降る。 

・降雨の範囲が非常に広い。 

    イ 発生災害の状況 

      ・大洪水が発生する。 

・表層崩壊及び深層崩壊が多発する。 

・天然ダムが形成される。 

・長時間危険な状態が続く。 

屋内

(木造住宅を想定）

10以上
～20未満

やや強い雨 ザーザーと降る
地面からの跳ね返
りで足元がぬれる

雨の音で話し声が
良く聞き取れない

この程度の雨でも長く続く時は注
意が必要

20以上
～30未満

強い雨 どしゃ降り
側溝や下水、小さな川があふれ、
小規模のがけ崩れが始まる
山崩れ･がけ崩れが起きやすくなり
危険地帯では避難の準備が必要
都市部では下水管から雨水があ
ふれる
都市部では地下室や地下街に雨
水が流れ込む場合がある

マンホールから水が噴出する

土石流が起こりやすい

多くの災害が発生する

80以上～ 猛烈な雨
息苦しくなるような圧
迫感がある。恐怖を感
じる

雨による大規模な災害が発生する
おそれが強く、厳重な警戒が必要

人への影響 屋外の様子 災害発生状況

地面一面に水たま
りができる

傘をさしていても濡
れる

寝ている人の半数
くらいが雨に気が
つく

道路が川のように
なる

50以上
～80未満

非常に激しい雨
滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く）

傘は全く役に立た
なくなる

水しぶきであたり
一面が白っぽくな
り、視界が悪くなる

1時間雨量
(mm)

予報用語 人の受けるイメージ

30以上
～50未満 激しい雨

バケツをひっくり返し
たように降る

積乱雲を捉えた画像 

【出典：気象庁 HP】 

【紀伊半島大水害】 

平成 23 年に発生した台風 12 号は大型で

動きが遅かったため、長時間にわたり、広

い範囲で大雨となった。 

一部の地域では解析雨量が 2,000mm を

超えるなど記録的な大雨となり、各地で多

くの人的被害、浸水被害、土砂災害、河川

の氾濫等の被害をもたらした。 
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（２）広島土砂災害型 

    ア 豪雨の状況 

      ・非常に強い雨が数時間降る。 

・局地的な豪雨 

    イ 発生災害の状況 

      ・表層崩壊が多発する。 

・斜面や渓流が大きく浸食される。 

・大量の土砂と水が流出する。 

・急に危険な状況に陥る。 

 

 

５ 風害について 

  風害とは、強風や竜巻によって引き起こされる災害をいいます。 

平均風速 15～20m/s の風が吹くと、歩行者が転倒したり、高速道路での車の運転に支

障が出始め、更に強くなると建物の損壊、農作物の被害、交通障害など社会に甚大な被

害をもたらします。 

また、風で飛ばされてきたもので電線が切れて停電したり、最大風速が 40m/s を超え

ると電柱が倒れたりすることがあります。 

 

（１）勢力の強い台風 

勢力の強い台風では、暴風等により古い木造住宅などでは倒壊などの被害が発生する

可能性や、窓ガラスの飛散のおそれもあります。 

特に近年、気候変動の影響により台風の勢力が大型化しており、このような災害が発

生するリスクが高まっています。 

  

経験したことのない滝のような豪雨の場合は、急に、局地的に危険な状況に陥るため、

早めの避難判断が必要です。 

特に、このような豪雨が１時間から２時間、あるいはそれ以上続くと想定される場合

は、大きな災害が発生する危険性が高まります。 

【広島土砂災害】 

平成 26 年８月に、広島市安佐北区におい

て１時間あたり 100mm を超える最大降水

量を記録した。 

この局地的な短時間大雨により、同時多

発的に大規模な土砂災害が発生し、多くの

人的被害、物的被害をもたらした。 
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【風の強さと吹き方】 

 

 

（２）竜巻 

竜巻とは、積乱雲や積雲に伴って発生する強い上昇気流をもった激しい渦巻きです。 

雲の底から垂れ下がるように、漏斗
ろ う と

状や柱状の雲（漏斗雲）ができ、海面や地面から

巻き上げた水滴やちりや砂などが尾のように立ち上がり、これらがつながって、漏斗状

の雲の軸がまっすぐ、または曲がりくねった形で見えます。 

竜巻の中心付近は周りよりも気圧が低く、そのため地表付近では竜巻の中心に向かっ

てらせん状に風が吹き、中心に近づくほど急速に風が強くなっていき、上昇気流となっ

て周囲の空気やものを巻き込みながら移動していきます。  

台風や寒冷前線、寒気の流入など、局地的に大気の状態が非常に不安定な場合に多く

発生しています。 

次の場合は竜巻が発生する危険があります。 

 ・真っ黒い雲が近づいてきたとき 

 ・雷の音が聞こえる 

 ・急に冷たい風が吹いてくる 

竜巻によって、家屋が倒壊するなどの被害が発生するケ

ースも多くあるため、強度のある建物の内部などで身の安

全を確保することが必要です。 

（雷注意報や竜巻注意情報が発表されている場合は注意が必要です。） 

   

風の強さ
（予報用語）

平均風速
（ｍ／ｓ）

おおよそ
の時速

速さの目安 人への影響 屋外・樹木の様子 走行中の車 建築物
おおよその
瞬間風速
（ｍ／ｓ）

やや強い風
10以上
15未満

～50km

風に向かって歩き
にくくなる。
傘がさせない。

樹木全体が揺れ始め
る。
電線が揺れ始める。

道路の吹流しの角度が水平
になり、高速運転中では横風
に流される感覚を受ける。

雨どいが揺れ始める。

20以上
25未満

～90ｋｍ

30以上
35未満

～125ｋｍ

35以上
40未満

～140ｋｍ

外装材が広範囲にわたって飛散
し、下地材が露出するものがあ
る。

40以上 140ｋｍ～

住家で転倒するものがある。
鉄骨構造物で変形するものがあ
る。

60

猛烈な風

～70ｋｍ
15以上
20未満

強い風

一般道路
の自動車

高速道路
の自動車

～110ｋｍ
25以上
30未満

非常に強い風

特急電車

20

30

40

50

風に向かって歩け
なくなり、転倒する
人も出る。
高所での作業はき
わめて危険

何かに掴まってい
ないと立ってられな
い。
飛来物によって負
傷するおそれがあ
る。

屋外での行動は極
めて危険。 多くの樹木が倒れ

る。
電柱や街灯で倒れる
ものがある。
ブロック塀で倒壊する
ものがある。

細い木の幹が折れた
り、根の張っていない
木が倒れ始める。
看板が落下・飛散す
る。
道路標識が傾く。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が外
れ始める。

屋根瓦・屋根葺材が剥がれるも
のがある。
雨戸やシャッターが揺れる。

屋根瓦・屋根葺材が飛散するもの
がある。
固定されていないプレハブ小屋が
移動、転倒する。
ビニールハウスのフィルム（被覆
材）が広範囲に破れる。

固定の不十分な金属屋根の葺材
がめくれる。
養生の不十分な仮設足場が崩落
する。

高速運転中では、横風に流さ
れる感覚が大きくなる。

通常の速度で運転するのが
困難になる。

走行中のトラックが横転する。
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【突風の強さ（日本版改良藤田スケール）】 

  

（３）ダウンバースト等 

ダウンバーストは、積乱雲から吹き降ろす下降 

気流が地表に衝突して水平に吹き出す激しい空気   

の流れです。吹き出しの広がりは数百メートルか  

ら十キロメートル程度で、被害地形は円形あるい 

は楕円形など面的に広がる特徴があります。 

ガストフロントは、積乱雲の下で形成された冷 

たい（重い）空気の塊が、その重みにより温かい 

（軽い）空気の側に流れ出すことによって発生し 

ます。水平の広がりは竜巻やダウンバーストより 

大きく、数十キロメートル以上に達することもあります。   

     

風速の範囲
（３秒平均）

・木造の住宅において、目視でわかる程度の被害、飛散物による窓ガラスの損壊が発生する。比較的狭い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。
・園芸施設において、被覆材（ビニルなど）がはく離する。パイプハウスの鋼管が変形したり、倒壊する。
・物置が移動したり、横転する。
・自動販売機が横転する。
・コンクリートブロック塀（鉄筋なし）の一部が損壊したり、大部分が倒壊する。
・樹木の枝（直径2cm～8cm）が折れたり、広葉樹（腐朽有り）の幹が折損する。
・木造の住宅において、比較的広い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。屋根の軒先又は野地板が破損したり、飛散する。
・園芸施設において、多くの地域でプラスチックハウスの構造部材が変形したり、倒壊する。
・軽自動車や普通自動車（コンパクトカー）が横転する。
・通常走行中の鉄道車両が転覆する。
・地上広告板の柱が傾斜したり、変形する。
・道路交通標識の支柱が傾倒したり、倒壊する。
・コンクリートブロック塀（鉄筋あり）が損壊したり、倒壊する。
・樹木が根返りしたり、針葉樹の幹が折損する。
・木造の住宅において、上部構造の変形に伴い壁が損傷（ゆがみ、ひび割れ等）する。また、小屋組の構成部材が損壊したり、飛散する。
・鉄骨造倉庫において、屋根ふき材が浮き上がったり、飛散する。
・普通自動車（ワンボックス）や大型自動車が横転する。
・鉄筋コンクリート製の電柱が折損する。
・カーポートの骨組が傾斜したり、倒壊する。
・コンクリートブロック塀（控壁のあるもの）の大部分が倒壊する。
・広葉樹の幹が折損する。
・墓石の棹石が転倒したり、ずれたりする。
・木造の住宅において、上部構造が著しく変形したり、倒壊する。
・鉄骨系プレハブ住宅において、屋根の軒先又は野地板が破損したり飛散する、もしくは外壁材が変形したり、浮き上がる。
・鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手すりが比較的広い範囲で変形する。
・工場や倉庫の大規模な庇において、比較的狭い範囲で屋根ふき材がはく離したり、脱落する。
・鉄骨造倉庫において、外壁材が浮き上がったり、飛散する。
・アスファルトがはく離・飛散する。

ＪＥＦ４ ８１～９４m/s ・工場や倉庫の大規模な庇において、比較的広い範囲で屋根ふき材がはく離したり、脱落する。
・鉄骨系プレハブ住宅や鉄骨造の倉庫において、上部構造が著しく変形したり、倒壊する。
・鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手すりが著しく変形したり、脱落する。

ＪＥＦ２ ５３～６６m/s

ＪＥＦ３ ６７～８０m/s

ＪＥＦ５ ９５m/s～

階級 主な被害の状況（参考）

ＪＥＦ０ ２５～３８m/s

ＪＥＦ１ ３９～５２m/s
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第２章 水害の基礎知識 

水害とは、大雨や強雨、高潮、あるいは融雪水が原因となって起こる災害の総称です。 

外水氾濫、内水氾濫、高潮などがあります。 

 

１ 外水氾濫 

  外水氾濫とは、河川、池沼が氾濫すること 

により住宅地や農地などに水が溢れ出るこ

とをいいます。大雨により、河川等へ流れ込 

む水量が流れ出る水量を上回り、河川等の水 

位が著しく上昇すること（洪水）により引き 

起こされます。 

 

（１）河川の延長や大きさの違い     

ア 大河川 

流域が広く延長の長い比較的大きな河川においては、長時間の降り続く雨により流

域での総降水量が多くなると氾濫を引き起こします。 

イ 中小河川 

流域が狭く延長の短い中小河川においては、短時間の強い雨により急激に水位が上

昇し氾濫を引き起こします。 

 

（２）河川の構造の違い 

ア 堤防を有さない河川（掘込河川）や池沼 

水位上昇に伴い河川水があふれ、徐々に浸水域、浸水深が増加します。しかし、中

小河川の急流部では、土石流等により急激に増水する場合があることに注意する必要

があります。 

河川の近くでは越水がない場合であっても浸食等により被害が発生することがあ

ります。 

  

○堤防を有さない河川のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 23 年 9月田辺市本宮町本宮付近（熊野川） 



水-知-9 

 

イ 堤防を有する河川（築堤河川） 

    堤防を有する河川で破堤した場合、氾濫水は家屋でさえ破壊するほどのエネルギー 

で一気に押し寄せるため、堤防の近くの住民は破堤前の避難完了が必要となります。 

また、相当量の氾濫水が流れ出すので、浸水深や浸水域も一気に増加します。その

ため、低地で氾濫水が集まる地区は、特に早めの避難行動が必要となります。 

    大河川に小規模河川が合流する地域では、大河川の水位上昇により小規模の河川の 

水が流れ込めなくなり、溢れる場合があり（内水氾濫）、外水氾濫の危険により避難

しようとしたときには内水氾濫により避難が困難になっているというおそれもあり

ます。 

    また、急流河川は流れが早いため、破堤すると浸水深があまり深くなくても避難が 

困難になるおそれがあります。 

 

  

 
 

 

２ 内水氾濫 

   降雨量が多く、下水道等の処理能力が追いつかない場合や、本川の水が水路や支川に 

逆流し、市街地等において、水が溢れ出ることをいいます。 

 床上浸水程度の内水氾濫では命の危険を脅かすことはありませんが、２階以上の浸水 

が発生すると１階建ての住宅では被害が発生する可能性があります。 
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３ 高潮災害 

台風や発達した低気圧が通過するとき、潮位が大きく上昇することがあり、これを「高

潮」といいます。 

満潮の時間帯と重なることにより、より被害が発生する危険性が高まります。また、

高潮による直接の被害が発生しなくても、河川の河口付近の水位を上昇させる要因とな

ります。 

高潮は、主に以下の２つのことが原因となって起こります。 

 

（１）吸い上げ効果 

台風や低気圧の中心では気圧が周辺より低いため、

気圧の高い周辺の空気は海水を押し下げ、中心付近の

空気が海水を吸い上げるように作用する結果、海面が

上昇します。 

※ 気圧が 1ヘクトパスカル（hPa）下がると、潮     

位は約 1センチメートル上昇すると言われてい 

ます。例えば、それまで 1000 ヘクトパスカルだ 

ったところへ中心気圧 950 ヘクトパスカルの台 

風が来れば、台風の中心付近では海面は約 50 センチメートル高くなり、そのまわり

でも気圧に応じて海面は高くなります。 

（２）吹き寄せ効果 

台風や低気圧に伴う強い風が沖から海岸に向かって吹くと、海水は海岸に吹き寄せら

本川に接続する水路等の氾濫 

 

内水氾濫による市街地の冠水 

吸い上げ効果と吹き寄せ効果 

降水量が排水設備等の容量を上回り、

排水溝や下水道などから水が地上に

溢れ出し、浸水が広がる。 

本川の水位が上昇することにより、本

川の水が水路や支川に逆流し、浸水が

広がる。 
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れ、海岸付近の海面が上昇します。  

※ この効果による潮位の上昇は風速の２乗に比例し、風速が２倍になれば海面上昇

は４倍になります。また遠浅の海や、風が吹いてくる方向に開いた湾の場合、地形

が海面上昇を助長させるように働き、特に潮位が高くなります。 

 

（３）被害の態様 

潮位が海岸堤防等の高さを大きく超えるなどにより、広い範囲で深い浸水が想定され

る場合があります。また、堤防を越えなくても、高潮と重なり合った波浪が海岸堤防を

越えるなどにより、海岸堤防に隣接する家屋等を直撃する場合が想定されます。 

このような高潮が発生すると、海水の流体力により広範囲にわたり家屋の倒壊が起こ

り、大規模な災害になる可能性があります。 

 

４ その他 

・鉄砲水 

短時間の強い雨などにより、谷川の水位が急上昇し水流が堰を切ったように押し出す

ことをいいます。周辺で雨が降っていなくても、上流部での豪雨により、鉄砲水が発生

する可能性があります。 

増水時の流速が大きいため、いったん流されると、流れから脱出することが難しく、

人的被害につながることが多くなります。 

また、上流で土砂災害により形成された天然ダムが決壊し、大量の土砂と水が下流に

押し寄せ、流域が広い大きな河川でも、鉄砲水が発生する場合もあります。 

・融雪洪水 

４月～５月頃に大雨や気温の急上昇などとともに、流域内の積雪が大量に解けて引き

起こされる洪水のことをいいます。 
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第３章 避難に必要な行動 

１ 外水氾濫（洪水予報河川・水位周知河川） 

  洪水予報河川や水位周知河川などの大きな河川に 

おいては、水防法により国・県において洪水浸水想定 

区域が設定され、市町村から洪水ハザードマップが配 

布されています。 

  この浸水域内に立地する場合には、避難準備・高齢 

者等避難開始や避難勧告等が発令された段階で早め 

の立ち退き避難（避難場所等への避難）を行う必要が 

あります。 

しかしながら、逃げ遅れた場合など、立ち退き避 

難はかえって命に危険を及ぼしかねないと判断する 

場合は、堤防に近い等の立地条件や家屋倒壊危険ゾー 

ンに立地する場合を除き、近隣の安全な建物や自宅 

の２階以上など少しでも安全な場所へ移動するなど、最後まであきらめずに安全確保措 

置を行うことが重要です。 

  なお近年、想定を超える浸水被害が多発していることから、想定しうる最大規模の洪 

水に対する避難体制等の充実、強化のため、水防法が改正（平成 27年５月）され、現行 

の洪水に係る浸水想定区域について、想定しうる最大規模の洪水に係る区域に拡充して 

公表されます。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 外水氾濫（中小河川） 

  洪水予報河川や水位周知河川以外においては、洪水浸水想定区域の設定がありません。 

このため、市町村などから提供される過去の浸水域等の情報などを参考として避難する 

範囲を検討する必要があります。 

 

３ 内水氾濫 

  内水氾濫については、現在、雨水出水浸水想定区域の設定がありません。このため、 

過去の浸水域や常に冠水等が発生しやすい場所などをまち歩き等により確認し、その結 

果を参考にします。 

改正水防法（平成 27 年５月改正）により、水位周知下水道が指定された場合におい 

ては、雨水出水浸水想定区域が設定されることとなります。  

洪水浸水想定区域 

洪水予報河川・水位周知河川とは 

 洪水予報河川とは、気象庁が河川流域の雨量予測を、河川管理者（国・県）が河川

の水位予測を行い、これらの情報を洪水予報として、県のホームページや報道機関等

を通じて周知する河川をいう。 

 水位周知河川とは、河川の水位が「避難判断水位」等の水位に達したときに、水位

情報を県ホームページや報道機関等を通じて周知する河川をいう。 



水-知-13 

 

４ 複数の河川等による浸水 

  複数の河川等による浸水が想定される際は、１つの河川や内水氾濫では立ち退き避難 

が必要ではないと考えられる場合においても、早めの立ち退き避難を開始する必要があ 

ります。 

 

 

５ 高潮 

高潮については、現在、高潮浸水想定区域等の設定がありません。このため、過去の 

浸水があった場所や重要水防海岸などの周辺に立地する場合においては、早めの立ち退 

き避難をします。 

改正水防法（平成 27 年５月改正）により、水位周知海岸が指定された場合において 

は、高潮浸水想定区域が設定されることとなります。 

 

６ その他（共通の避難行動） 

（１）暴風の中では避難できなくなるおそれがあるので、暴風警報等が発表された場合は、

判断基準に該当しない場合でも前倒しで避難するなど検討を行います。 

（２）浸水などが始まった段階や夜間の避難は危険となるため、状況によっては日中の明る

い安全なうちに、避難準備・高齢者等避難開始が発令された段階から順次避難を開始し

ます。  

特に、経験したことのない滝のような豪雨の場合は、急に、局地的に危険な状況に陥

るため、早めの避難判断が必要です。特に、このような豪雨が１時間から２時間、ある

いはそれ以上続くと想定される場合は、大きな災害が発生する危険性が高まります。ど

うしても避難することができない状況になったときは最終的な手段として、自宅の２階

以上に移動して安全確保を図ります。 

（３）河川を横断する（橋りょうの通行など）避難経路を設定するときは、河川氾濫の危険

が高まる前に通過できるよう避難を開始します。 

（４）避難経路に設定された道路が冠水することも想定されるため、冠水が始まる前に避難
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行動を開始します。 

また、立体交差で低くなっている道路のことを「アンダーパス」といい、激しい雨が

降った場合、雨水が集中しやすく、冠水の危険性が高いため、避難に際し注意が必要で

す。 

（５）雨がやんでも、上流に降った雨やダムの放流などにより、水位上昇や水位が高い状態

が継続する場合があるので、引き続き水位情報やダム情報に注意が必要です。 

（６）田畑や水路を見に行って、被害に遭う場合があるため、注意が必要です。 
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第４章 避難場所と地域の特性に応じた避難行動 

１ 避難場所 

避難場所は災害の危険から身を守るため緊急的に避難するための場所で、学校などの 

公共施設だけではなく、民間の建物なども該当する場合があります。 

（１）指定緊急避難場所・指定避難所       

指定緊急避難場所とは、災害の危険が切迫した場合における安全な避難先のことです。

災害種別ごとに市町村長が指定しています。 

【災害種別】 

①洪水、②がけ崩れ、土石流、地すべり、③高潮、④地震、⑤津波、⑥大規模な火事、 

⑦大量の降雨による浸水 など 

指定避難所とは、災害により家屋が倒壊したり、被災者が避難のために一定期間滞在

する場所のことです。市町村長が指定しています。 

 

【避難場所・避難所の地図記号】 

      

          避難場所      避難所 

 

 

  

「避難場所」と「避難所」の違い 

 災害対策基本法では、「避難場所」と「避難所」は明確に区別されています。 

「避難場所」：発災直後に命を守るために緊急的に避難する避難先で、災害種別（地 

震、津波、水害、土砂災害など）ごとに指定されています。 

「避難所」：避難場所に避難した後、危険が去った後（津波警報解除後）などに一定 

期間避難生活をおくる施設です。 

 

※なお、「避難場所」、「避難所」両方の機能を備えた施設もあります。 

津波・高潮 

洪水・内水氾濫 

災害種別図記号の例 

 

 

土石流 
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（２）避難先安全レベル 

    災害から命を守るためには、できる限り早期により安全な避難場所を目指して避難

することが必要です。和歌山県では、時間が許す限りより安全な避難場所を目指して

避難できるよう、災害からの安全性を☆の数によりレベル分けして表示しています。 

 

安全レベル 説 明 

避難先（☆☆☆） 土砂災害や浸水が発生した場合でも十分に安全な避難先 

避難先（☆☆） 土砂災害や浸水が発生した場合でも一定の安全を確保するこ

とが可能である避難先 

避難先（☆） 大規模災害が想定される場合には事前に開設しないとする

か、開設した場合であっても危険が迫った場合には閉鎖の可

能性がある避難先 

避難先（☆（注）） 大規模災害が想定される場合には事前に開設しないとする

か、開設した場合であっても危険が迫った場合には閉鎖の可

能性が高い避難先 

※ 避難先の充実に伴い、市町村において順次廃止していく 

避難に際しては、原則として避難先（☆☆☆）を目指すものとします。避難先（☆

☆☆）に避難できない場合には、避難先（☆☆）に避難し、そこにも避難できない

場合には、あきらめずに避難先（☆）に避難します。 

     また、避難先（☆）に避難した後に二次避難を行うことも検討します。 

 

 

 

（３）その他の安全確保を図る場所 

   ア 近隣の建物 

     家屋倒壊危険ゾーン及び堤防・本川・海岸の近くにおいては、倒壊や流失のおそ

れがない堅牢な想定浸水深以上の高さのある建物の上層階（マンションなど）に、

それ以外の浸水域については、想定浸水深以上の高さのある建物の上層階に避難す

ることも緊急的な安全確保を図るために有効となります。 

イ 自宅での安全確保 

     かなり切迫した状況になると、自宅の周辺が浸水したり暴風などにより無理に避

河川

浸水の可能性のある場所における避難先②

１階建ての施設（木
造等２階建て）

避難先
（☆）

鉄筋コンク
リート造２階

建て

鉄筋コンクリー
ト造３階建て以

上

避難先
（☆☆）

避難先
（☆☆☆）

１階建ての施
設（木造等２階

建て）

避難先
（☆☆☆）

浸水想定区域

（過去の浸水実績を

含む）

浸水想定区域（過去の実績を含む。外水、内水、高潮等）

５
０
㎝
以
上

３
ｍ
未
満
の

浸
水
深

避難先
（☆☆）

鉄筋コンク
リート造２階
建て以上

５
０
㎝
未
満
の

浸
水
深
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難することが危険になる場合があります。 

     このような場合は、より安全性の高い選択として自宅の２階以上の部屋に移動し

て安全確保を図ります（１階に居るよりも２階に居る方が生存率が高いという過去

の災害から得た経験によるものであることに注意する必要があります）。 

 

２ 地域の特性に応じた避難行動 

（１）山間部での水害と土砂災害の危険がある地域 

山間部の地域では、地域全体が土砂災害警戒区域等の危険箇所に立地し、さらに洪水

による被害も想定される地域があり、このような地域では避難場所も浸水や土砂災害の

危険性があります。  

また、長時間にわたる大量の降雨により深層崩壊が発生することや大量の土砂により

河道閉塞が発生し、浸水が想定されていないような場所を含めて地域全体が浸水する可

能性があります。 

このことを考慮して、水害と土砂災害の両方に注意して早期に避難を行うことが重要

です。 

水位が避難判断水位（洪水予報河川・水位周知河川）又は各自が避難すべきであると

考える目安となる水位に達した場合や、避難準備・高齢者等避難開始や避難勧告等が発

令された場合は早めに災害の危険性のない地域（避難場所や親戚宅、ホテル・旅館など）

に避難すべきです。 

避難が遅れた場合などは、地区内の避難場所（鉄筋コンクリート造の２階以上で斜面

と反対側など）に避難するものとし、そこまでも避難ができない場合には、最終的な手

段として、自宅の２階以上の斜面と反対側の部屋に移動するなどして安全確保を図るよ

うにします。 

 

（２）平野部での水害の危険がある地域 

浸水が始まる前に立ち退き避難を行うことが必要です。 

また、浸水が始まった段階など立地条件（堤防の近くでないなど）によっては状況に

応じて自宅２階などでの安全確保を図るようにします。 

 

（３）平野部に隣接した地区で土砂災害と水害の危険がある地区 

平野部に隣接した地区であって土砂災害警戒区域等の危険箇所に立地し、かつ洪水に

よる浸水が想定される地域があり、このような地域では、避難場所も土砂災害の危険性

が高くなります。  

このことを考慮して、水害と土砂災害の両方に注意をして早期に避難を行うことが   

重要です。 

水位が避難判断水位（洪水予報河川・水位周知河川）又は各自が避難すべきであると

考える目安となる水位に達した場合や、避難準備・高齢者等避難開始や避難勧告等が発

令された場合は早めに災害の危険性のない地域（避難場所や親戚宅、ホテル・旅館など）

に避難すべきです。 



水-知-18 

 

避難が遅れた場合などは、地区内の避難場所（鉄筋コンクリート造の２階以上で斜 

面と反対側など）に避難するものとし、そこまでも避難ができない場合には、最終的 

な手段として、自宅の２階以上の斜面と反対側の部屋に移動するなどして安全確保を 

図るようにします。 

 

【避難行動の優先順位】 

 

  

災害の危険性のない地域

安全レベルの高い

避難場所/親戚宅等

危険な地域内

安全レベルの高い

避難場所/近隣建物等

危険な地域内

自宅２階以上等

優先度１ 優先度２ 優先度３
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第５章 避難の判断をするための防災気象情報と避難情報 

１ 概要 

  近年、平成 23年の紀伊半島大水害、平成 26年の広島土砂災害、平成 27年の関東・東 

北豪雨など、避難が間に合わず多くの犠牲者が生じる災害が頻発しています。 

  このような災害から命を守るためには早期の避難が必要です。特に、夜間や早朝など 

は、避難が困難になります。 

被害が発生する前に避難を完了するためには、各自が気象庁の情報（大雨注意報、大 

雨警報、土砂災害警戒情報等）や水位の情報（氾濫注意情報、氾濫警戒情報等）、避難に 

関する情報（避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告等）の積極的な収集に努め、「自分 

だけは大丈夫」と思わずに、また、いざというときに的確な避難が行えるよう定期的に 

避難訓練を実施することが必要です。 

 【発表される情報の時系列での整理】 

 

 

 

  

各市町村では、県が策定した「和歌山県避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成のモデ

ル基準」に沿って、避難勧告等の判断・伝達マニュアルを策定・見直しを行っています。 

あらかじめ危険が想定される事項（警戒区域、危険箇所、避難地区）と災害が発生する

と思われる客観的な数値の予測情報（降水予測情報、水位情報、雨量情報、土砂災害警戒

情報等）を基に判断基準を設定し、災害時に迅速かつ的確な避難勧告等の発令を可能にす

るものです。また、夜間を考慮した事前の避難勧告等の発令などについても定めています。 

市町村はこのような客観的かつ定量的な根拠に基づき、避難勧告等を発令することにな

っています。 

しかしながら、避難勧告等に従い避難をした場合でも、災害が発生しないことも考えら

れます。空振りであっても、「避難したけど、災害が発生しなくてよかった」と考え、毎回

早期に避難することが大切で、地域の防災力向上につながります。 
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２ 情報の種類等 

避難をするために確認の必要がある情報は次のとおりです。 

（１）気象庁の情報  

ア 水害・土砂災害 

A 大雨注意報 

大雨により災害が起こるおそれがある旨を注意して行う予報です。 

     今後の雨の状況など情報収集等を開始します。 

     夜間に大雨になるおそれがある場合などは、日中の明るい安全なうちでの避難を

行います。 

B 大雨警報  

大雨により重大な災害が起こるおそれがある旨を警告して行う予報です。 

     大雨警報（土砂災害）、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂災害、浸水害）のよ 

うに、特に警戒すべき事項が明記されます。 

    今後の状況を踏まえて早めの避難を開始する判断を行います。 

また、雨がやんだ後でも、大雨警報（土砂災害）が発表されたままの場合があり 

ます。これは、雨がやんでも、それまでに降った雨により地盤がゆるんでいること 

から土砂災害が発生する可能性があるためであり、引き続き警戒が必要です。 

   C 洪水警報 

    洪水により重大な災害が起こるおそれがある旨を警告して行う予報です。 

   D 土砂災害警戒情報 

      大雨による土砂災害発生の危険度が高まったとき、都道府県と気象庁が共同で発 

表する防災情報です。 

      土石流や集中して発生するがけ崩れを対象としています。 

      少なくともこの情報が発表された段階は避難を開始する目安となります（土砂災 

    害警戒情報のメッシュ情報も併せて確認する）。  

   E 記録的短時間大雨情報 

      大雨警報が発表されているときに、数年に１回程度しか発生しないような短時間 

の大雨を観測又は解析したことを発表する情報です。 

    F 大雨特別警報 

大雨により警報の発表基準をはるかに超える異常な現象が予想され、重大な災害

が起こるおそれが著しく大きい場合に発表される予報です。 

警報同様に大雨特別警報（土砂災害）、大雨特別警報（浸水害）、大雨特別警報（土

砂災害、浸水害）のように、特に警戒すべき事項が明記されます。 

特別警報が発表された段階では、避難指示（緊急）などが既に出ている等非常に

危険で切迫した状態です。市町村からの避難勧告にしたがい、直ちに避難場所に避

難する必要があります。 

ただし、外出が危険なときは、自宅の２階など少しでも安全な場所に移動します。 

    G 気象情報 

気象の予報等について、特別警報・警報・注意報に先立って注意を喚起する場 
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合や、特別警報・警報・注意報が発表された後の経過や予想、防災上の注意を解 

説する場合等に発表されます。 

    H 降水予測 

     高解像度降水ナウキャストや降水短時間予報を活用して、今後数時間程度先に 

居住する地域にどの程度の強い雨が予想されているのか確認をします。 

 

イ 水害（高潮） 

高潮の避難判断を行うためには潮位の情報を確認することが必要となります。 

A 高潮注意報 

台風等による海面の異常上昇に関する注意報です。 

    B 高潮警報 

     台風等による海面の異常上昇に関する警報です。 

C 高潮特別警報 

     台風等による海面の異常上昇に関する特別警報です。 

     数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により高潮になると予想され

る場合に発表されます。 

D 潮位計 

    各沿岸に設置された潮位計による潮位と潮位偏差を確認します（和歌山、御坊、 

白浜、串本、浦神）。 

 

（２）水位の情報  

地域の水害の危険性を把握する方法として、各河川に整備されている水位計や河川監

視カメラ、雨量計の情報も活用できます。また、市街地の内水氾濫については、短時間

の雨量情報も有用です。 

洪水予報河川及び水位周知河川については、水位のレベル設定がされているため避難

にあたっての参考とします。 

   【水位レベルの概要】 

 

 

（３）避難情報 

災害時に気象情報や現地からの情報などを踏まえ、市町村長が住民にお知らせする避

5

４
危
険

３
警
戒

2
注
意

1

氾濫注意情報

氾濫警戒情報

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

氾濫発生

水 位レベル 発表する警報等名

※洪水予報河川のみ

水防団待機水位

氾濫発生情報

氾濫危険情報

水防団等の出動の目安

市町村長の避難準備・高齢者等避難開始の判

断の目安、河川の氾濫に関する注意喚起

市町村長の避難勧告等の発令判断の目安、

住民の避難判断、相当の家屋浸水等の被害

を生じる氾濫のおそれがある水位

発表する情報の意味
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難に関する情報です。 

ア 避難場所開設情報 

市町村において避難場所が開設されたときに、その情報が伝達されます。台風など

の場合においては、各自の判断により自主避難を開始します。 

イ 避難準備・高齢者等避難開始 

 要配慮者が立ち退き避難を開始する段階です。その他の方も、以後の防災気象情

報や水位情報などに注意を払い、自発的に避難を開始します。 

    特に夜間に大雨等が想定される場合は、日中の明るい安全なうちでの避難を促す

ため、避難準備・高齢者等避難開始が発令されるので、この場合においては、必ず

避難を行いましょう。 

ウ 避難勧告 

    避難勧告が発令された段階では、避難場所への立ち退き避難を確実に行いましょ

う。 

        また、既に自宅の周辺で浸水が始まっている、暴風等により避難ができなくなっ

ているなど避難場所への立ち退き避難はかえって命に危険を及ぼしかねないと各自

が判断した場合には、「緊急的な待避場所」（近隣のより安全な場所、より安全な建

物等）への避難や、少しでも命が助かる可能性の高い避難行動として、「屋内での安

全確保措置」（屋内のより安全な場所【自宅２階以上の部屋など】への移動）をとり

ましょう。       

エ 避難指示（緊急）               

    避難指示（緊急）が発令された段階では、もうすでに危険性が高まっている場合

が多く、この段階で避難を開始したのでは時期を逸しています。必ず避難準備・高

齢者等避難開始や避難勧告が発令された段階で避難を行い、この段階で避難できな

かった場合に避難指示（緊急）の段階で直ちに避難を行いましょう。   

    ただし、この段階ではかなり危険性が高まっている場合が多いため、避難場所へ

の立ち退き避難はかえって命に危険を及ぼしかねないと各自が判断した場合には、

「緊急的な待避場所」（近隣のより安全な場所、より安全な建物等）への避難や、少

しでも命が助かる可能性の高い避難行動として、「屋内での安全確保措置」（屋内の

より安全な場所【自宅２階以上の部屋など】への移動）をとりましょう。 

    

３ 情報収集の方法 

  各自が避難の判断を行うために自らが積極的に情報を収集する必要があります。 

  災害時に収集する手段を説明します。 

  

（１）防災行政無線 

県からの防災情報や市町村が発表する避難情報などを、屋外に設置したスピーカーや

戸別受信機などを通じて直ちに知らせます。 
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（２）エリアメール（ＮＴＴドコモ）・緊急速報メール（ａｕ、ｓｏｆｔｂａｎｋ） 

県内に発表される河川の洪水、土砂災害警戒情報等、避難が必要となる緊急情報を一

斉に携帯電話やスマートフォンに配信するサービスです（事前登録は不要）。 

※ 受信できない携帯電話やスマートフォンでは個別に設定が必要となる機種があり 

ます。 

 

（３）防災わかやまメール配信サービス 

県内の気象情報や避難勧告、避難所開設情報、台風や雨量、ダム放流情報などの情報

をパソコン、携帯電話などに電子メールでお知らせします。 

事前にメールアドレスの登録が必要です。 

下記のＱＲコードから読み取るか、アドレスに空メールを送って設定すると登録され

ます。 

 

 

（４）地上デジタル放送（データ放送） 

地上デジタル放送のデータ放送により、テレビ和歌山やＮＨＫで避難情報や土砂災害

警戒情報、水位情報などが確認できます。 

 

 

 

  

regist@bousai.pref.wakayama.lg.jp 
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（５）ホームページ等 

ア 気象庁ホームページ 

気象庁ホームページで気象情報、気象警報、高解像度降水ナウキャストや降水短時

間予報等の詳細な情報が確認できます。 

 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

イ 防災わかやま（県危機管理局ホームページ） 

防災わかやまで被害情報、避難勧告等発令情報、避難所開設情報などをお知らせし

ています。 

また、同ページ内の「防災ＧＩＳ」により、水位や雨量、通行規制などの情報が地

図上で確認できます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 http://bousai-portal.pref.wakayama.lg.jp/ 

防災わかやま 

防災ＧＩＳ 
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ウ 県河川課ホームページ 

県管理河川や国管理河川の水位や一部河川の映像、指定河川洪水予報が確認できま

す。 

 

                  http://kasensabo02.pref.wakayama.lg.jp/ 

   

エ 国土交通省ホームページ（川の防災情報） 

県管理河川や国管理河川の水位や一部河川の画像、指定河川洪水予報が確認できま

す。 

 

http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do 

 

（６）その他 

テレビやラジオなど報道機関によって提供される情報も確認します。 
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第６章 避難に必要なツールと事前対策 

１ 災害リスクの確認 

 市町村が配布している洪水ハザードマップ等により浸水想定区域や避難場所などを確 

認します。 

また、市町村がハザードマップを作成するための基礎データとして河川の浸水想定範 

 囲などの情報が防災わかやまの防災ＧＩＳや県河川課のホームページなどで提供されて 

いるので、活用します。 

  ただし、ハザードマップは安全を保障したものではなく、あくまでも一つの想定であ 

 ることに留意します。  

 

２ 避難場所等の確認方法 

  避難場所はインターネットや携帯電話、スマートフォンから地図上で確認することが 

できます。 

 【確認できる情報】 

  ・種別（屋内外避難先、津波避難タワー・ビル、避難所） 

  ・災害区分（水害、土砂災害、地震・津波など） 

  ・避難先安全レベル（☆☆☆、☆☆、☆） 

 

確認する方法は次のとおりです。 

（１）防災わかやまの防災ＧＩＳ 

防災わかやまのトップページにある防災ＧＩＳのバナーをクリックすると防災ＧＩ

Ｓが立ち上がります。 

この防災ＧＩＳはＧｏｏｇｌｅマップをベースに、県が有する様々な情報（災害時の

情報や災害前からの情報）をレイヤとして重ね合わせることで、地図上に表示される情

報を閲覧することができます。 

避難場所と浸水想定区域や土砂災害警戒区域の情報を併せて確認します。 

 

（２）Ｙａｈｏｏ！ロコ 

パソコンや携帯電話のインターネットから避難先を検索できます。 

Ｙａｈｏｏ！Ｊａｐａｎが提供するＹａｈｏｏ！ロコから「ジャンル一覧」→「暮ら

す」→「避難所、避難場所」で検索します。 

 

（３）スマートフォン等のアプリ 

アプリをダウンロードするとＧＰＳによる現在地から避難先までのルート検索がで

きます（利用料無料）。 
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３ 避難カード 

地震・津波、水害、土砂災害などの災害時に、県民一人ひとりが適切な避難行動をと

れるよう、平成 23年度に避難場所等を記載して常時携帯できる「避難カード」を県で作

成しました。 

「避難カード」は、災害が起こる前に災害時の避難場所や避難経路についてハザード

マップ等を使って家族で話し合い、記入し携帯するためのものです。 

災害発生時に家族がばらばらであっても、「家族との大切な約束」としてお互いに、き

ちんと避難していることを信じ、まずは自分の避難を優先させることが、結果として家

族全員の命を守ることにつながります。 

 

 

 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/hinancard.html  

ファーストメディア

「全国避難所ガイド」
http://www.hinanjyo.jp/

イサナドットネット

「逃げナビ～和歌山防災～」
http://bosaiapp.jp/

 

 

避難カードの啓発動画を作

成しています。 

「『避難カード』、『動画』」

で検索してください。 
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４ マイマップ 

  災害時にどのような経路で避難するのか、地域の危険性とともに各自が地図等に記載

してまとめたものをいいます。 

  地図を台紙に貼り付け、避難場所や避難経路、危険性等について、ワークショップで 

議論し、結果を踏まえ記載します。  

  マイマップは、目に付きやすい場所（冷蔵庫等）に貼付しておき、災害時に落ち着い 

 て行動できるようにします。 

 

マイマップの記載例（水害・土砂災害） 

 

 

５ その他事前の対策 

（１）非常持出品の準備 

まず最初に持ち出すべきもので、避難バッグに入る程度の量とし、すぐに持ち出せる

ようにします。 

  （非常持出品の例） 

   現金、非常食、飲料水、携帯ラジオ、懐中電灯、ビニール袋、安全器具（ヘルメッ 

ト、ライフジャケット等）、救急医療品、常備薬、お薬手帳、衣類、タオル、履物など 

  

（２）災害時の安否確認の理解 

大災害発生時は、安否確認、見舞、問い合わせなどの電話が急激に増加し、電話がつ

ながりにくい状況（電話の輻輳）が発災当日から数日間続きます。 

そこで、災害用伝言ダイヤル（１７１）や災害伝言板が通信会社から提供されます。 

災害用伝言ダイヤル（１７１）は、災害時に、固定電話や携帯電話、スマートフォン
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等の電話番号宛に安否情報（伝言）を音声で録音（登録）し、全国からその音声を再生

（確認）することができるものです。 

災害伝言板は携帯電話やスマートフォンのインターネット接続機能で、被災地の方が

伝言を文字によって登録し、携帯電話やスマートフォンの番号をもとにして全国から伝

言を確認できます。 

 

例）災害用伝言ダイヤル 

①被災者Ａさんが、無事であることを伝えたい。 

 １７１＋１＋Ａさんの自宅電話番号 

 ②家族や親戚、友人が被災者Ａさんの無事を確かめたい。 

 １７１＋２＋Ａさんの自宅電話番号 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 
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１ 用語集 

用 語 説   明 

水害 大雨や強雨などが原因となっておこる災害の総称 

外水氾濫 河川、池沼が氾濫することにより住宅地や農地などに水が溢れ出

ること。 

洪水 大雨や融雪水による、河川等の水位の上昇のこと。河川から水が

溢れると「氾濫」という。 

内水氾濫 大雨等により、排水が追い付かず、用水路や下水道があふれて氾

濫したり、河川の増水や高潮によって排水が阻まれたりして、住宅

や田畑が水に浸かること。 

浸水害とも言われる。また、田畑や道路が水に浸かることを冠水

と呼ぶこともある。 

高潮 台風や発達した低気圧が通過するとき、潮位が大きく上昇するこ

と。 

立ち退き避難 自宅等から避難場所や安全な場所に移動する避難行動のこと。 

水平避難と同義 

垂直避難 切迫した状況において屋内の２階以上に避難すること。 

屋内での安全確保措置の一つ。 

要配慮者 高齢者、障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する方のこと。 

避難行動要支

援者 

要配慮者のうち、災害が発生し、又は災害が発生するおそれがあ

る場合に自ら避難することが困難な者であって、その円滑かつ迅速

な避難の確保を図るため特に支援を要する方 

高解像度降水

ナウキャスト 

気象庁が各種レーダーを活用して行う降水の短時間予測システ

ム。1時間先までの５分ごとの降水分布を、前半 30 分は 250m メッ

シュで、後半 30 分は１km メッシュで予測 

土のうステー

ション 

洪水発生時などに住民等が使用するための土のうを設置してい

る場所のことをいう。 

リードタイム 警報・注意報を発表してから、対象となる現象が発生するまでの

猶予時間をいう。 
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２ 避難対策ワークショップで用いる用具 

使用場面 準備物 用途・規格等 数量 備考 

共通 講義資料＊ 講義 人数分  

パソコン 前方投影用 １台  

プロジェクター 

スクリーン 

筆記用具＊ ・ボールペン、シャープ 

ペンシル（鉛筆） 

・蛍光ペン 

・マジック（最低３色） 

・消しゴム、修正テープ 

必要数  

マイクセット ・説明用 １台以上 各班の発表者も

発言することに

留意 

まち歩き ルート地図＊ ルート確認及び記入用 人数分 Ａ４サイズ 

記録用紙＊ 記入用 人数分  

画板 地図を貼り付け歩きなが

ら記入しやすくする 

人数分  

カメラ（携帯電

話で代用可） 

ポイントとなる箇所を撮

影。 

各 班 １ 台

以上 

 

ワーク 

ショップ 

ル ー ト 地 図

（ Ａ １ ～ Ａ

０）＊ 

記入用（発表用） 各班１枚 Ａ０サイズ 

が望ましい 

新聞紙＊ 机の保護 必要数  

模造紙＊ 発表内容まとめ用 各班１枚  

付せん＊ 意見等記入用 必要数  

色丸シール＊ ルート地図に目印を貼付 必要数  

グループ札 各テーブルの班番号を表

示 

各班１本  

ホワイトボー

ド 

発表の際のルート地図及

び模造紙を貼付 

１台 壁に貼付して

もよい 

＊は必須の用具 
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３ 風水害時に確認する防災気象情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報 情報 提供元 確認方法

大雨注意報
洪水注意報
強風注意報
波浪注意報
高潮注意報
雷注意報

気象庁
気象庁ホームページ
防災わかやまメール配信サービス
防災わかやまホームページ

大雨警報
洪水警報
暴風警報
波浪警報
高潮警報

気象庁
気象庁ホームページ
防災わかやまメール配信サービス
防災わかやまホームページ

土砂災害警戒情報
土砂災害警戒判定メッシュ情報

気象庁・県

気象庁ホームページ
防災わかやまメール配信サービス
防災わかやまホームページ
砂防課ホームページ

大雨特別警報
暴風特別警報
波浪特別警報
高潮特別警報

気象庁

気象庁ホームページ
防災わかやまメール配信サービス
エリアメール・緊急速報メール
防災わかやまホームページ

台風情報 気象庁
気象庁ホームページ
防災わかやまメール配信サービス

竜巻注意情報 気象庁
気象庁ホームページ
防災わかやまメール配信サービス

アメダス（雨量計） 気象庁 気象庁ホームページ

雨量計 県
県砂防課ホームページ
防災わかやまメール配信サービス

面的な雨量
高解像度降水ナウキャスト
解析雨量・降水短時間予報

気象庁 気象庁ホームページ

水位 水位観測情報 県／国土交通省
県河川課ホームページ
防災わかやまメール配信サービス

潮位 潮位観測情報 気象庁 気象庁ホームページ

気象警報等

気象情報
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４ 避難対策ワークショップ講義資料の例 

  避難対策ワークショップで使用する次第と講義資料の例を示します。 

なお、次第の例は、水害の避難対策ワークショップを２日間実施する想定となってい 

ます。 

また、次第に記載している資料番号は、講義資料の資料番号となっています。 

 

（１）概要 

ア 避難対策ワークショップ（資料１） 

２日間にわたって実施する水害の避難対策ワークショップの全体概要について説

明するための資料です。 

資料の説明と併せて、ワークショップの動画を参加者に見てもらうことも有効です。 

イ  気象の基礎知識（資料２） 

台風の概要、雨の強さによる被害の発生内容、風害の概要等について説明するため

の資料です。 

資料の説明と併せて、実際の災害状況の動画を参加者に見てもらうことも有効です。 

ウ  水害の基礎知識（資料３） 

水害の種類、実際の水害の写真、避難場所や避難行動、避難の際に活用する情報（気

象庁の防災気象情報、河川の水位情報、避難発令情報）、情報の取得方法などを説明

するための資料です。 

エ 地域における危険性の確認（資料４） 

グループワーク形式の実習として、ハザードマップの確認や、地域の危険な箇所・

避難経路等を地図に記入します。その実習の実施方法を説明するための資料です。 

オ 一人ひとりの避難計画（前編）（資料５） 

グループワーク形式の実習として、一人ひとりの避難のタイミングや避難場所、地

域や個人で取り組むことなどを「避難のタイミング表」として取りまとめます。その

実習の実施方法を説明するための資料です。 

カ 前回の振り返り（資料６） 

２日目から参加される方もいますので、前回（１日目）のワークショップで行った

内容を説明するための資料です。 

キ 一人ひとりの避難計画（後編）（資料７） 

グループワーク形式の実習として、マイマップの作成や避難カードを記入します。

その実習の実施方法を説明するための資料です。 

ク 地域の避難計画（前編）（資料８） 

グループワーク形式の実習として、地域の危険箇所や避難経路などを記載する地域

の防災マップの作成や、避難行動要支援者の避難支援の体制等を検討する避難行動要

支援者の避難支援マップを作成します。その実習の実施方法を説明するための資料で

す。 

ケ 地域の避難計画（後編）（資料９） 

グループワーク形式の実習として、自主防災組織が、平常時にどのような取組を行
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うかや、災害時にどの段階でどの体制で支援を行うかなどのタイムラインを作成 し

ます。その実習の実施方法を説明するための資料です。 

コ シミュレーション型図上演習（資料 10） 

災害時の状況を再現し、確実に的確な避難ができるように状況付与カードに対応す

るためのシミュレーション型の図上演習を実施するための資料です。 

サ 避難訓練（資料 11） 

ワークショップやシミュレーション型図上演習実施後に、さらに実践的な避難訓練

を行うことで、的確な避難につながります。避難訓練を実施の際に参考となる資料で

す。 
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（２）避難対策ワークショップで使用する次第の例 

   

 

 

 

〇日時：平成〇〇年〇〇月〇〇日（〇）13:00～16:00 

〇場所：△△△△（□□町□□番地） 

○カリキュラム（１日目） 

 

  

時間/
受講形態

時限 内容 資料

13:00～13:30 １限目

座学 15分 ①ワークショップの動画等視聴

座学 15分 ②避難対策ワークショップについて 資料１

13:30～14:00 2限目

座学 30分
①気象の基礎知識
②水害の基礎知識

資料２・３

14:10～15:00 3限目

実習 10分
①ハザードマップ確認
　班ごとにハザードマップを見ながら、危険な場所
と避難先を確認

実習 40分
②住宅地図に記入
　地域の危険箇所や避難経路などを付せんに記入
し地図に貼付

15:10～15:40 4限目

実習 30分

①避難のタイミングについて
・一人ひとりの避難のタイミングについて班ごとに
話し合う
・話し合った結果を用紙にまとめる（付せんを貼付）

資料５

15:40～16:00 5限目

実習 20分
①発表
②講評
③連絡事項

避難対策ワークショップの説明

災害の基礎知識

地域における危険性の確認

一人ひとりの避難計画（前編）

発表・講評・連絡事項

資料４

休憩10分

休憩10分

避難対策ワークショップ地区別検討会（水害） 
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〇日時：平成〇〇年〇〇月〇〇日（〇）13:00～16:00 

〇場所：△△△△（□□町□□番地） 

〇カリキュラム（２日目） 

   

時間/
受講形態

時限 内容 資料

13:00～13:10 1限目

13:10～13:50 2限目

実習 20分
①マイマップの作成
・自宅から避難先までの避難ルートを記載
・その道中の危険箇所などを記載

実習 20分 ②避難カードに記載

14:00～15:00 3限目

実習 30分

①防災マップの作成
・地域の危険箇所や避難経路などを記載
・開設する緊急避難場所・避難所を記載
・自主防災組織の活動拠点などを記載

実習 30分
②避難行動要支援者の避難支援
・避難支援について話し合い、支援体制、避難
経路等を記入

15:10～15:40 4限目

実習 30分
③自主防災組織のタイムラインの作成
・自主防災組織が、どの段階で、どのような体制
で支援を行うかを記載

資料９

15:40～16:00 5限目

実習 20分

①発表
②講評
③今後の説明
・シミュレーション型図上訓練
・避難訓練

資料１０
資料１１

座学 10分
①避難対策ワークショップ
②気象・水害の基礎知識
③一人ひとりの避難計画（避難のタイミング）

休憩10分

休憩10分

前回（1日目）の振り返り

一人ひとりの避難計画（後編）

地域の避難計画（前編）

発表・講評・連絡事項

資料６

資料７

資料８

地域の避難計画（後編）

避難対策ワークショップ地区別検討会（水害） 
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（３）避難対策ワークショップで使用する講義資料の例 

ア 避難対策ワークショップについて（資料１） 
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イ 気象の基礎知識（資料２） 
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ウ  水害の基礎知識（資料３） 
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エ 地域における危険性の確認（資料４） 
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オ 一人ひとりの避難計画（前編）（資料５） 
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カ 前回の振り返り（資料６） 

 

 

 

 

 

  



水-参-35 

 

 

 

 

 

 

  



水-参-36 

 

 

 

 

 

 

  



水-参-37 

 

キ 一人ひとりの避難計画（後編）（資料７） 
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ク 地域の避難計画（前編）（資料８） 
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ケ 地域の避難計画（後編）（資料９） 
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コ シミュレーション型図上演習（資料 10） 
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サ 避難訓練（資料 11） 
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５ シミュレーション型図上演習状況付与カードの例 

  シミュレーション型図上演習で使用する状況付与カードの例を示します。 

状況付与カードは、一人ひとりの避難行動と自主防災組織としての避難支援活動の検

証を行うため、短期間の強い雨、長期間の雨（台風）の場合の状況付与とします。 

 

（１）短期間の強い雨の状況付与の例 
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（２）長期間の雨の状況付与の例 

 


